
鰈
・
副
使
費
錫
章
）
迎
接
の
た
め
接
封
正
議
大
夫
（
辰
冠
船
御
迎
大
夫
）
に

任
じ
ら
れ
、
同
九
月
二
十
三
日
接
貢
船
に
同
乗
し
て
那
覇
港
を
出
帆
し
た
が
、

十
月
二
日
海
壇
の
観
音
澳
口
に
漂
着
、

や
む
な
く
眼
伴
十
二
人
と
と
も
に
陸

路
よ
り
福
州
に
向
か
っ
た
。
福
州
琉
球
館
到
着
は
十
月
十
五
日
で
あ
る
。
し

か
る
に
接
貢
本
船
は
十
月
二
十
五
日
夜
、
福
州
回
航
の
途
次
、
鐘
門
洋
面
に

お
い
て
座
礁
、
積
載
の
銀
両
及
ぴ
貨
物
を
す
べ
て
沈
失
し
て
し
ま
っ
た
。
死

邦
錦
は
嘉
慶
十
二
年
(
-
八

0
七
）
二
月
、
尚
瀬
王
の
冊
封
使
（
正
使
斉

一
四
）
九
月
二
十
二
日
没
し
て
い
る
。
享
年
六
十
五
歳
。

邦
錦
は
乾
隆
十
五
年
（
一
七
五

0
)
二
月
四
日
生
、
嘉
慶
十
九
年
(
-
八

父
元
鳳
、
曾
祖
父
は
績
と
い
う
人
で
あ
る
。

〔
史
料
紹
介
〕

嘉
慶
十
三
辰
年
接
封
一
件

察
姓
安
次
嶺
家
家
譜
（
小
宗
、

第
二
子
で
あ
る
。
同
族
に
察
堅
・
祭
文
博
・
察
鐸
・
察
温
等
が
い
る
。
邦
錦

（
字
は
日
章
、
渡
具
知
親
雲
上
）

は
父
侃
蘭
（
十
四
世
）

の
第
一
子
で
、

祖

祥
を
系
祖
と
す
る
も
の
で
、
応
祥
は
察
氏
元
祖
崇
(
-
世
）

の
九
世
国
器
の

な
簡
単
な
記
事
が
あ
る
。

（
日
）
夜
、
本
船
は
鐘
門
洋
面
に
在
り
て
撃
砕
し

察
邦
錦

以
下
『
察
姓
家
譜
』
と
い
う
）

は
十
世
応

糸

数

兼

治

け
と
な
っ
て
い
る
）
、
直
ち
に
公
銀
の
貸
与
願
い

者
六
十
四
名
（
内
、
中
国
人
舵
エ
一
名
を
含
む
）
、

十
名
で
、

そ
の
福
州
到
着
は
十
一
月
十
五
日
で
あ
る
。
こ
の
日
以
前
す
で
に

邦
錦
は
破
船
の
報
せ
を
受
け
（
破
船
を
報
じ
る
上
奏
文
は
十
一
月
十
四
日
付

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
邦
錦
は
不
測
の
事
態
に
直

面
し
、
種
々
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
う
や
く
冊
封
使
迎
接
の
準
備
を
整
え
、

翌
嘉
慶
十
三
年
(
-
八

0
八
）
四
月
十
二
日
に
は
水
口
駅
に
冊
封
正
副
使
を

迎
え
、
同
五
月
二
日
離
駅
登
舟
、
同
五
月
十
七
日
冊
封
使
船
と
と
も
に
無
事

帰
国
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
察
姓
家
譜
』
に
次
の
よ
う

嘉
慶
十
二
年
(
-
八

0
七）

な

接
封
正
議
大
夫
と
充
為
り
、
接
貢
船
に
駕
し
て
九
月
二
十
三
日
覇
江
開

彼
の
所
放
洋
、

恐
れ
、

ん
や
、

同
二
十
五

生
存
者
は
わ
ず
か
に
三

〔
史
料
一
〕
を
提
出
し
た

丁
卯
二
月
朔
日
、
恭
し
く
王
命
を
奉
じ
て

船
、
同
日
馬
歯
山
に
到
り
て
風
を
候
つ
。
二
十
五
日
順
風
有
る
を
見
て

十
月
初
二
日
海
壇
の
観
音
澳
口
に
漂
到
す
。
若
し
此
の

地
に
遅
滞
す
れ
ば
、
則
ち
欽
差
を
迎
接
す
る
の
礼
を
欠
惧
す
る
あ
る
を

因
り
て
地
方
官
に
早
や
か
に
陸
よ
り
館
に
赴
か
ん
こ
と
を
呈
請

た
だ

し
た
る
に
、
随
ち
に
恩
准
せ
ら
る
る
を
蒙
る
。
十
月
十
一
日
眼
伴
十
二

お
も

人
を
率
帯
し
て
上
岸
起
程
し
、
同
十
五
日
館
駅
に
安
頓
す
。
何
ぞ
擬
わ

人
口
は
滝
斃
し
、
貨
物
漂
没
せ
ん
と
は
。
幸
い
に
存
す
る
所
の
三
十
人

名
は
十
一
月
十
五
日
館
に
到
り
安
挿
す
。
（
翌
嘉
慶
十
三
年
）
四
月
十

一
日
に
至
り
、
布
政
司
の
牌
令
を
明
奉
し
、
同
十
二
日
水
口
に
進
到
し
、
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奏
す
。
閤
浙
総
督
臣
阿
林
保
•
福
建
巡
撫
臣
張
師
誠
は
脆
し
て
奏
す
。
琉

姓
家
譜
』
は
「
此
の
時
、
間
に
在
り
て
行
う
所
の
公
務
左
に
記
す
」
と
し
て

二
十
三
通
の
官
府
往
復
文
書
（
稟
・
単
等
）
を
収
め
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の

文
書
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
若
干
の
注
記
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
奈
邦
錦
に
は
「
辰
冠
船
御
迎
大
夫
渡
具
（
知
）
親
（
雲
）
上
日
記
」

が
あ
っ
た
ら
し
く
、
楚
南
家
文
書
『
海
路
無
恙
』
（
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研

究
所
蔵
）
に
は
そ
の
一
部
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
稿
で
は

そ
の
旨
注
記
し
て
お
い
た
。
こ
の
外
接
封
に
関
す
る
史
料
に
は
豊
見
山
和
行

氏
が
紹
介
し
た
同
治
五
年
の
「
勅
使
御
迎
大
夫
真
栄
里
親
方
（
鄭
乗
衡
）

記
」
（
本
誌

3
.
4
合
併
号
）
が
あ
っ
て
参
考
に
な
る
。

漂
流
・
破
船

と
こ
ろ
で
前
記
漂
流
・
破
船
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
間
浙
総
督
阿
林
保
・

(
1
)
 

福
建
巡
撫
張
師
誠
連
名
の
上
奏
文
に
詳
し
い
。

曲
折
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
詳
し
い
記
録
は
見
当
ら
な
い
。

日

と
こ
ろ
が
『
察

一
般
の
家
譜
で
は
福
州
に
お
け
る
公
務
の
内
容
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ

す。 舟
、
同
十
一
日
五
虎
門
に
在
り
て
一
斉
に
開
船
、
同
十
七
日
連
綜
帰
国

欽
差
両
位
大
人
を
迎
接
し
、
五
月
初
二
日
両
位
大
人
と
随
同
に
離
駅
登

つ
か

球
国
接
貢
船
隻
風
に
遭
い
て
撃
砕
し
、
人
日
を
滝
斃
す
。
旺
緊
に
員
を
委
わ

し
、
馳
せ
往
き
て
榜
救
し
、
厚
き
に
従
い
撫
慎
し
、
並
び
に
接
護
遅
延
す
る

つ

と

も

っ

の
水
師
副
将
及
ぴ
襴
阻
力
め
ざ
る
の
署
同
知
並
ぴ
に
代
理
遊
撃
を
将
て
、
旨

を
請
い
、
分
別
に
革
職
し
、
厳
に
議
し
て
以
て
徹
戒
を
示
さ
ん
が
事
の
為
な

り
案
拠
し
た
る
に
、
署
乎
渾
同
知
候
補
知
府
子
天
沢
・
代
理
海
壇
左
営
遊
撃

候
補
守
備
何
文
上
の
稟
報
に
は
「
琉
球
国
通
事
察
寂
の
報
称
す
る
有
り
。
『
該

と
も

国
王
世
孫
の
差
委
を
奉
じ
た
る
正
議
大
夫
察
邦
錦
は
、
官
伴
・
水
梢
と
同
に

共
に
一
百
零
五
員
名
、
船
隻
に
駕
坐
し
て
間
に
来
た
り
、
恭
し
く
冊
封
の
天

む
か

使
を
迎
え
、
及
び
進
貢
し
て
国
に
回
る
の
使
臣
を
接
え
ん
と
て
、
本
年
九
月

初
十
日
に
於
て
、
琉
球
に
在
り
て
開
船
す
る
も
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、

蓬
を
壊
し
、
十
月
初
三
日
海
壇
の
観
音
澳
口
に
漂
至
す
等
語
』
と
あ
り
。
査

す
る
に
、
琉
球
の
夷
船
は
、
向
例
、
応
に
五
虎
門
よ
り
入
口
し
て
省
に
進
む

み
ず
か

べ
し
。
該
署
同
知
等
、
随
即
に
親
ら
該
処
に
赴
き
、
兵
役
を
督
同
し
、
夷

し

ば

ら

船
を
将
て
暫
行
く
澳
内
に
輝
進
し
、
代
っ
て
船
蓬
を
修
し
、
其
の
緊
要
の
夷

官
察
邦
錦
等
を
択
び
、
眼
伴
を
帯
同
す
る
こ
と
一
共
十
二
人
は
、
先
に
陸
路

よ
り
（
福
建
）
省
に
進
み
、
其
の
余
の
通
事
・
官
伴
•
水
梢
人
等
は
、
初
お

す
す

船
内
に
在
り
て
兵
船
を
撥
し
て
前
み
往
き
、
迎
護
し
て
省
に
赴
か
ん
こ
と
を

請
う
等
の
情
」
と
あ
り
。
彼
の
時
、
臣
阿
林
保
は
、
尚
お
浙
省
に
在
り
て
洋

匪
を
督
絹
す
。
臣
張
師
誠
は
文
報
に
接
到
す
る
や
、
当
ち
に
査
す
る
に
、
提

督
張
見
陸
が
一
幣
（
一
団
）

の
兵
船
は
、
遠
く
興
泉
洋
面
に
在
り
て
盗
匪
を

堵
絹
し
、
南
澳
鎖
の
王
得
禄
が
一
料
の
兵
船
は
、
彼
の
時
、
尚
お
未
だ
内
渡
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せ
ず
。
只
だ
問
安
協
の
水
師
副
将
徐
湧
が
兵
船
の
み
有
り
て
五
虎
門
外
洋
面

に
在
り
て
巡
防
す
。
観
音
澳
を
距
つ
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
立
即
ち
に
五
百
里

L
よ

り

い

そ

よ
り
該
副
将
に
防
委
し
、
兵
船
を
帯
領
し
て
就
近
の
海
壇
の
観
音
澳
に
起
ぎ

赴
か
し
め
、

該
夷
船
を
接
護
し
、
例
に
照
ら
し
て
五
虎
よ
り
省
に
進
み
、
疎

虞
を
致
す
こ
と
母
か
ら
し
め
、
並
ぴ
に
該
同
知
を
し
て
営
員
と
会
同
し
て
小

心
に
防
護
せ
し
め
、

将
て
護
送
し
て
省
に
到
ら
し
め
、
並
び
に
臣
阿
林
保
に
杏
会
し
て
一
体
に
勧

遵
せ
し
む
る
こ
と
案
に
在
り
。
嗣
い
で
因
る
に
、
間
安
協
の
副
将
徐
湧
は
、

十
六
日
に
於
て
臣
張
師
誠
の
委
箭
に
接
到
す
る
も
、
初
お
竿
塘
洋
面
に
在
り

て
遷
延
し
、
並
え
て
師
を
率
い
て
速
往
せ
ず
。
又
、
経
に
隈
次
厳
に
催
す
る

も
、
該
副
将
は
二
十
四
日
に
於
て
、
復
う
る
に
「
現
帯
の
兵
船
僅
か
に
七
隻

有
り
、
稟
請
す
ら
く
、

兵
船
を
添
派
し
、
料
け
て
同
に
往
き
て
夷
船
を
護
ら

ん
等
の
語
」
を
以
て
す
。
臣
等
、
査
す
る
に
海
壇
の
観
音
澳
は
五
虎
門
を
相

い
距
つ
る
こ
と
水
程
遠
か
ら
ず
。
兵
船
、
風
に
乗
じ
て
駕
駿
す
れ
ば
、

す
こ

二
日
に
し
て
到
る
べ
し
。
其
の
時
並
し
も
別
項
の
兵
船
の
撥
す
べ
き
無
し
。

且
つ
夷
船
を
接
護
す
る
は
、
並
え
て
盗
を
捕
す
る
の
比
す
べ
き
に
非
ず
。
兵

船
七
隻
を
以
て
一
夷
船
を
護
る
に
、
何
の
敷
ら
ざ
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
顕
ら

か
に
詞
を
飾
り
て
推
話
す
る
に
係
る
。
復
た
経
に
厳
に
箭
勧
を
行
い
、
催
し

て
立
刻
に
開
船
せ
し
め
ん
と
す
る
も
、
始
め
拠
る
に
「
該
副
将
は
、
二
十
七

日
に
於
て
竿
塘
よ
り
開
駿
し
て
南
下
す
」
と
あ
り
。
在
に
署
同
知
子
天
沢
等

う
け
と

の
稟
報
を
接
り
た
る
に
「
該
夷
船
は
迎
護
の
兵
船
の
起
到
す
る
を
候
た
ず

し
て
、
十
月
十
七
日
に
於
て
開
駕
を
行
わ
ん
と
欲
す
。
該
署
同
知
干
天
沢
は
、

一
面
で
は
沿
途
の
営
県
に
飛
勧
し
、
夷
官
等
十
二
人
を

は
、
実
に
遷
延
に
属
す
。

相
い
応
に
実
に
拠
り
て
参
奏
し

旨
を
請
い
、
問

随
ち
に
伊
の
姪
干
克
治
・
代
理
遊
撃
何
文
上
を
派
し
、
面
の
あ
た
り
署
守
備

つ
か

鄭
海
清
に
嘱
し
、
転
じ
て
委
わ
す
の
外
、
膵
有
声
に
委
し
て
前
往
阻
止
せ
し

む
る
に
、
該
夷
船
は
、
順
風
有
る
を
見
て
肯
え
て
聴
従
せ
ず
。
党
に
自
ら
澳

口
を
開
出
し
て
放
洋
し
、
十
九
日
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
立
嶼
外
洋
に
寄

こ
し
こ
し
お
こ

泊
す
る
に
、
連
日
風
雨
交
々
作
り
、
湧
浪
山
の
如
く
、
小
船
に
て
は
往
き
て

と

き

救
う
能
わ
ず
。
二
十
五
日
四
更
の
時
候
に
至
り
、
鐘
門
洋
面
に
漂
至
し
、
礁

を
撞
き
て
撃
砕
す
。
榜
救
し
て
生
く
る
を
得
た
る
夷
人
は
三
十
名
、
滝
斃
せ

お
よ

る
も
の
六
十
三
名
並
ぴ
内
地

十
七
具
を
榜
獲
す
る
も
、
其
の
余
は
漂
没
し
て
縦
無
し
等
情
」
と
あ
り
、
前

来
す
。
候
補
道
渇
繋
に
飛
委
し
て
馳
せ
往
か
し
め
、
沿
途
の
地
方
官
に
督
筋

し
て
速
や
か
に
生
く
る
を
得
た
る
の
夷
人
を
将
て
陸
路
よ
り
護
送
し
て
省
に

ぬ
か
リ

来
た
ら
し
め
、
並
ぴ
に
勧
し
て
榜
獲
せ
る
屍
身
を
将
て
妥
な
く
棺
を
備
え

て
殆
埋
を
為
さ
し
む
る
を
除
く
の
外
、

臣
等
、
査
す
る
に
、
該
夷
船
は
兵
船

す
。
現
に
夷
使
疾
邦
錦
等
の
稟
称
に
拠
れ
ば
「
実
に
風
災
は
測
ら
れ
ず
、

人

カ
の
施
し
難
き
も
の
に
係
る
」
と
あ
り
。
但
だ
副
将
徐
湧
は
、
箭
委
を
接
到

す
る
の
後
に
於
て
、
如
し
立
即
に
前
往
せ
ば
、
或
い
は
時
に
乗
じ
て
救
護
す

す
で

べ
し
。
乃
ち
経
に
臣
張
師
誠
が
、
節
次
厳
に
催
し
て
始
め
て
開
駕
を
行
う
。

稟
に
拠
れ
ば
「
竿
塘
洋
面
に
駿
至
し
た
る
に
、
忽
ち
東
北
風
に
転
じ
、
湧
浪

猛
烈
、

兵
船
も
亦
た
損
壊
す
る
有
り
」
と
あ
る
と
雖
も
、
但
だ
停
泊
す
る
こ

す

こ

て

だ

て

と
十
日
、
並
し
も
法
を
設
け
て
前
進
せ
ず
、
以
て
救
護
及
ぶ
無
き
を
致
す

の
起
到
護
送
す
る
を
候
た
ず
、
自
行
に
開
駕
放
洋
し
、
以
て
遭
風
撃
砕
を
致

（
中
国
）
舵
エ
一
名
な
り
。
現
に
已
に
屍
身
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る
も
の
に
至
り
て
は
、
奏
し
て
聖
恩
も
て
銀
一
千
両
を
賞
給
し
、
夷
官
、
商

安
協
副
将
徐
湧
を
将
て
革
職
し
て
以
て
徹
戒
を
示
す
べ
し
。
署
平
渾
同
知
候

す

こ

み

ず

補
知
府
干
天
沢
・
代
理
海
壇
左
営
遊
撃
候
補
守
備
何
文
上
は
、
並
し
も
親
身

か
ら
前
往
し
て
力
阻
防
護
せ
ず
、
夷
船
を
し
て
独
自
に
開
駕
せ
し
む
る
を
致

す
は
亦
た
玩
忽
に
属
す
。
応
に
旨
を
請
い
、
干
天
沢
・
何
文
上
を
将
て
一
併

ひ
き
わ
た

に
部
（
刑
部
）
に
交
し
、
厳
に
議
処
を
加
う
べ
し
。
歴
次
夷
船
の
失
水
す

船
を
雇
覚
し
て
回
国
せ
し
む
る
を
蒙
れ
り
。
又
、
査
す
る
に
、
嘉
慶
八
年
該

国
貢
船
風
に
遭
い
、
撃
砕
し
て
、
貢
物
沈
失
せ
し
と
き
、
旨
を
奉
じ
た
る
に
、

「
常
例
に
照
ら
し
、
賞
給
を
加
倍
せ
よ
。
嗣
後
、
外
番
（
琉
球
）
の
貢
船
漂

没
し
、
貢
物
を
沈
失
す
る
の
事
有
る
に
遇
え
ば
、
均
し
く
此
に
著
照
し
て
弁

理
せ
よ
。
此
を
欽
め
」
と
あ
り
。
欽
遵
す
る
こ
と
案
に
在
り
。
今
、
夷
船
撃

砕
し
、
貢
物
内
に
在
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
但
だ
滝
斃
せ
る
人
口
は
多
名
、

み

ぎ

殊
に
憫
測
に
堪
え
た
り
。
所
有
の
先
行
し
て
陸
路
よ
り
来
省
し
、
及
び
榜
救

し
て
生
く
る
を
得
た
る
の
官
伴
•
水
梢
人
等
は
、
応
に
請
う
、
前
に
奉
じ
た

る
諭
旨
に
遵
照
し
て
口
糧
．
棉
布
等
の
項
を
将
て
加
倍
に
賞
給
し
、
井
び
に

例
に
照
ら
し
て
銀
一
千
両
を
給
し
て
以
て
船
を
雇
う
の
資
と
作
さ
し
む
べ

し
。
現
在
天
気
漸
々
冷
く
、
臣
等
、
又
、
棉
衣
等
の
項
を
捐
給
し
、
意
を
加

え
て
撫
値
し
、
館
駅
に
安
頓
し
、
来
年
該
国
貢
船
返
悼
の
と
き
を
侯
ち
、
再

び
行
遣
回
国
せ
し
め
、
其
の
榜
獲
殆
埋
の
各
屍
身
は
、
已
に
筋
し
て
碑
を
立

て
て
標
記
し
、
未
だ
獲
ざ
る
の
各
屍
身
は
、
初
お
上
緊
に
打
榜
し
て
務
め
て

一
体
を
獲
て
妥
な
く
弁
理
を
為
さ
し
め
ん
。
臣
等
、
謹
ん
で
詞
を
合
せ
、

恭
し
く
摺
も
て
具
奏
す
。
伏
し
て
乞
う
、
皇
上
容
鑑
あ
り
て
訓
示
せ
ら
れ
ん

封
典

一
点
倶
無
所
用
芙
敗
国
法
度
錦
等
四
十
二
人
性
命
断
難
再
生
滝
死
者
上

欽
差
前
去
放
国

物
来
年

罰
に
処
し
、
間
安
協
副
将
徐
湧
に
つ
い
て
は
接
護
遅
延
の
廉
で
免
職
に
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

〔
史
料
一
〕懇

求
借
給
公
銀
事

天
恩
求
救
難
夷
性
命
事

切
錦
等
船
隻
遭
風
撃
砕
寸
板
無
存
一
切
倶
無
惨
不
可
言
王
府
銀
子
五
千

両
南
山
北
山
銀
子
二
万
両
土
産
飽
魚
海
参
魚
翅
海
菜
等
物
可
以
売
銀
子

六
七
万
両
通
船
共
計
銀
子
将
近
十
万
両
倶
已
沈
没
禍
此
錦
等
銀
子
全
無

就
是
貧
苦
餓
死
而
無
怨
而
且
国
王
銀
子
若
無
不
能
買
国
用
一
点
緊
要
之

具
稟
琉
球
国
接

封
大
夫
察
邦
錦
等
為
格
外

史
料

平
渾
同
知
候
補
知
府
子
天
沢
・
代
理
海
壇
左
営
遊
撃
候
補
守
備
何
文
上
を
厳

こ
と
を
。
謹
ん
で
奏
す
。

嘉
慶
十
二
年
十
一
月
十
四
日

こ
れ
に
よ
る
と
破
船
の
原
因
は
、
福
州
到
着
を
急
ぐ
琉
球
船
の
「
自
行
開

駕
」
に
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
自
ら
こ
れ
を
阻
止
し
な
か
っ
た
署

（
昧
批
）
「
男
に
旨
有
り
」
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好
活
之
者
必
至
正
法
百
計
驚
愁
総
無
生
路
惟
有
冒
死
哀
愁

大
憲
大
人
格
外
超
生
下
念
敗
国
遭
難
死
至
六
十
余
人
之
惨
恩
賜
例
外
賞
慎

例
外
借
給
或
死
者
援
照
奉
公
滝
斃
之
例
格
外
賞
憧
或
生
者
施
賑
災
救
命

之
仁
借
給
銀
両
来
年
檄
還
不
負
欠
其
可
以
買
得
来
年

冊
封
併
国
主
要
用
一
点
物
件
回
国
錦
等
四
十
二
人
可
以
有
一
半
不
死
芙
哀
々

感
激
切
稟

嘉
慶
十
二
年
十
一
月

公
銀
を
借
給
す
る
を
懇
求
す
る
の
事

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
大
夫
疾
邦
錦
等
は
、
格
外
の
天
恩
も
て
難
夷
の

性
命
を
救
い
た
ま
わ
ん
こ
と
を
求
め
ん
が
事
の
為
な
り
。
切
に
錦
等
の
船
隻

す

ぺ

風
に
遭
い
、
撃
砕
し
て
寸
板
も
存
す
る
無
し
。
一
切
は
倶
て
無
に
し
て
、
惨

と
し
て
言
う
べ
か
ら
ず
。
王
府
銀
子
五
千
両
、
南
山
北
山
銀
子
二
万
両
、
土

産
の
飽
魚
•
海
参

・

魚
翅
•
海
菜
等
の
物
は
以
て
銀
子
六
、

べ
く
、

と
も
怨
む
無
き
も
、

通
船
共
計
の
銀
子
は
将
に
十
万
両
に
近
か
ら
ん
と
す
。
倶
て
已
に
沈

没
す
。

此
に
禍
さ
れ
て
、
錦
等
、
銀
子
全
く
無
く
、
就
是
え
貧
苦
餓
死
す
る

而
且
も
国
王
の
銀
子
は
、
若
し
無
く
ん
ば
、
国
用

一
点

緊
要
の
物
を
買
う
能
わ
ず
。
来
年
欽
差
敗
国
に
前
去
す
る
の
と
き
、
封
典
に

は
一
点
す
ら
倶
て
用
う
る
所
無
し
。
敗
国
に
法
度
あ
り
。
錦
等
四
十
二
人
の

性
命
は
断
た
れ
て
再
び
は
生
き
る
こ
と
難
し
。
滝
死
す
る
者
も
上
好
に
活
＜

す

ぺ

る
の
者
も
必
ず
正
法
に
至
ら
ん
。
百
計
驚
愁
す
る
も
総
て
生
路
無
し
。
惟
だ

冒
死
し
て
哀
懇
す
る
有
る
の
み
。
大
憲
大
人
、
格
外
の
超
生
も
て
下
は
敗
国

日
具
稟

七
万
両
に
売
る

帯
接

日 日

福
州
府
分
守
南
台
海
防
庁
張
単
仰
本
役
即
着
土
通
事
鄭
燻
等
刻
即
飛

日

稟

を

具

す

ペ
く
、
哀
々
に
感
激
せ
ん
。
切
に
稟
す
。

例
に
援
照
し
て
格
外
に
賞
憧
し
、
或
い
は
生
け
る
者
に
は
災
い
を
賑
い
命
を

難
に
遭
い
て
死
す
る
も
の
六
十
人
余
に
至
る
の
惨
を
念
い
、
例
外
の
賞
憮
、

例
外
の
借
給
を
恩
賜
せ
ら
れ
、
或
い
は
死
者
に
は
公
を
奉
じ
て
滝
斃
す
る
の

救
う
の
仁
を
施
し
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。
借
給
の
銀
両
は
来
年
檄
還
し
て
負
欠

せ
ず
。
其
の
以
て
来
年
の
冊
封
併
ぴ
に
国
主
要
用
の
一
点
の
物
件
を
買
得
し

て
回
国
す
べ
く
ん
ば
、
錦
等
四
十
二
人
は
以
て
一
半
は
死
せ
ざ
る
こ
と
有
る

嘉
慶
十
二
年
十
一
月

〔
史
料
二
〕

封
大
夫
察
邦
錦
接

貢
使
者
毛
維
幹
存
留
通
事
鄭
克
新
各
正
身

赴
府
立
等
諭
話
去
後
火
速
火
速

嘉
慶
十
二
年
十
一
月

め

い

た

だ

福
州
府
分
守
南
台
海
防
庁
の
張
が
単
に
「
本
役
に
仰
じ
て
、
即
ち
に
土
通

事
鄭
燒
等
を
し
て
刻
即
に
接
封
大
夫
祭
邦
錦

．
接
貢
使
者
毛
維
幹

・
存
留
通

事
鄭
克
新
を
飛
帯
し
、
各
々
正
身
に
府
に
赴
き
、
立
て
し
め
よ
等
、

し
め
去
後
れ
り
。
火
速
に
、
火
速
に
」
と
あ
り
。

嘉
慶
十
二
年
十
一
月

諭
話
せ
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嘉
慶
十
二
年
十
一
月
十
九
日

老
爺
看
過

此
単
自
海
防
庁
給

欽
差
冊
封
要
用
之
事
即
刻
先
倣
稟
稿
一
張
送
来

嘉
慶
十
二
年
十
一
月
十
八
日

た
と

此
の
次
、
遭
風
の
難
夷
の
滝
斃
せ
る
六
十
余
名
は
、
情
、
殊
に
憫
測
、
即

す
ぺ

え
、
現
に
生
を
獲
る
に
在
る
の
夷
人
も
、
銀
・
物
倶
て
沈
失
に
遭
う
。
亦
た

い

か

て

あ

つ

な

秤
む
べ
き
に
属
す
。
其
の
応
に
何
に
従
優
＜
賞
憧
を
作
す
べ
き
や
、
及
ぴ
銀

め
い

両
を
借
給
す
る
の
例
案
有
り
や
無
し
や
、
福
防
庁
に
仰
じ
て
案
を
査
せ
し
め
、

妥
議
し
て
詳
奪
せ
し
む
。

嘉
慶
十
二
年
十
一
月
十
八
日

〔
史
料
四
〕

海
防
庁
面
諭
代
為
転
求

口
藩
憲
可
以
借
得
王
府
銀
子
五
千
両
買
備
薬
材
回
国
以
済
通
国
之
用
不
可

説
及

議
詳
奪

〔
史
料
三
〕

此
の
単
は
布
政
司
よ
り
給
せ
ら
る

此
次
遭
風
難
夷
滝
斃
六
十
余
名
情
殊
憫
測
即
現
在
獲
生
夷
人
銀
物
倶
遭
沈
失

亦
属
可
粋
其
応
作
何
従
優
賞
慎
及
有
無
借
給
銀
両
之
例
案
仰
福
防
庁
査
案
妥

此
単
自
布
政
司
給

督

海
防
庁
面
諭
す
、
「
代
わ
り
に
為
に
・
藩
憲
に
転
じ
て
求
め
、
王
府
銀

撫

ぁ

子
五
千
両
を
借
得
し
、
薬
材
を
買
備
し
、
回
国
し
て
以
て
通
国
の
用
に
済
つ

べ
し
。
欽
差
冊
封
要
用
の
事
に
説
き
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
即
刻
に
先
ず
稟
稿
一

つ
く

張
を
倣
り
送
り
来
た
れ
。
老
爺
看
過
せ
ん
」
と
。

嘉
慶
十
二
年
十
一
月
十
九
日

〔
史
料
五〕

否
官
員
所
寄
抑
係
夷
民
寄
帯
該
国
歴
次
進
接

貢
船
到
間
並
無
国
王
杏
文
無
兌
査
考
想
係
乗
船
隻
赴
間
私
自
寄
帯
即
国
王

天
朝
不
能
代
為
料
理
爾
大
夫
夷
官
等
応
暁
諭
各
夷
人
不
得
混
潰
訳
取
供
詞
送

稟
に
拠
れ
ば
「
南
山
北
山
の
帯
銀
二
万
両
は
、
来
間
し
て
貨
物
を
買
證
す
」

あ

ず

し

の

と
あ
り
。
該
南
北
両
処
帯
ぶ
る
所
の
銀
両
は
、
是
れ
官
員
の
寄
か
る
所
な
り

や
否
や
、
抑
も
夷
民
の
寄
か
り
帯
び
る
も
の
に
係
る
や
、
該
国
歴
次
の
進
・

接
貢
船
間
に
到
る
に
、
並
え
て
国
王
の
杏
文
無
く
、
査
考
に
先
る
無
し
。
想

う
に
船
隻
に
乗
り
て
間
に
赴
く
と
き
、
私
自
に
寄
帯
せ
し
も
の
に
係
る
な
ら

ん
。
即
ち
国
王
も
亦
た
此
の
項
有
り
て
買
う
所
の
も
の
は
何
物
な
る
や
を
知

天
命

候
察
核

天
災
所
致
人
力
難
施
各
聴

亦
不
知
有
此
項
所
買
何
物
今
遭
風
沈
没

拠
稟
南
山
北
山
帯
銀
二
万
両
来
問
買
置
貨
物
該
南
北
両
処
所
帯
銀
両
是

此
の
単
は
海
防
庁
よ
り
給
せ
ら
る
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ら
ず
。
今
、

風
に
遭
い
て
沈
没
す
る
は
、
天
災
の
致
す
所
に
し
て
人
力
施
し

ま
か

難
し
。
各
々
天
命
に
聴
せ
て
、
天
朝
は
代
わ
り
て
料
理
を
為
す
こ
と
能
わ
ざ

る
な
り
。
爾
、
大
夫
・
夷
官
等
、
応
に
各
夷
人
に
暁
諭
し
、
混
潰
す
る
を
得

ま

し
め
ざ
る
べ
し
。
供
詞
を
訳
取
し
て
送
り
、
察
核
す
る
を
候
て
。

天
使
来
間
並
非
貿
易
且
拠
報
貨
物
未
経
登
岸
即
被
風
沖
礁
沈
失
亦
無
実
数
如

天
朝
於
加
意
撫
憧
之
外
断
不
能
為
爾
夷
民
器
及
貿
易
預
料
遭
風
失
事
之
計
着

訳
諭
夷
民
人
等
各
聴

稟
に
拠
れ
ば
「
帯
来
せ
る
土
産
の
海
参
•
海
菜
等
の
物
は
、

七
万
両
に
売
る
べ
し
等
話
」
と
。
此
の
処
は
、
爾
、
官
員
・
夷
人
は
冊
封
の

天
使
を
接
せ
ん
と
し
て
来
間
す
る
に
係
る
。
並
え
て
貿
易
す
る
に
非
ず
。
且

つ
、
報
に
拠
れ
ば

「貨
物
は
未
だ
登
岸
す
る
を
経
ざ
る
に
、

と
六
、

天
命
母
得
多
濱
取
供
送
核

以
て
銀
六
、

即
ち
に
風
を
被

り
、
礁
に
沖
し
て
沈
失
す
」
と
。
亦
た
実
数
無
し
。
如
何
ん
ぞ
混
開
す
る
こ

七
万
両
な
り
と
。
殊
に
捏
飾
に
属
す
。
況
ん
や
連
次
風
に
遭
う
の
難

報 何
混
開
六
七
万
両
殊
属
捏
飾
況
連
次
遭
風
難
夷
案
内
従
来
稟
呈
今
忽
開

冊
封

夷
人
係
接

拠
稟
帯
来
土
産
海
参
海
菜
等
物
可
以
売
銀
六
七
万
両
等
話
此
処
爾
官
員

〔
史
料
六
〕

之
物
訳
供
切
｛
是
以
便
拠
情
代
為
詳
請
転
奏

欽
差
前
往

夷
の
案
内
に
は
従
来
稟
．
呈
あ
る
を
や
。
今
、
忽
ち
に
開
報
す
。
天
朝
、
意

を
加
え
て
撫
憧
す
る
の
外
に
於
て
、
断
じ
て
、
爾
、
夷
民
の
為
に
貿
易
に
締

及
し
、

預
め
遭
風
失
事
の
計
を
料
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
着
し
て
夷
民
人

し
た
が

等
に
訳
諭
し
、
各
々
天
命
に
聴
い
、
多
潰
す
る
を
得
し
む
る
母
か
れ
。
供

し
ら

を
取
り
て
送
れ
、
核
べ
み
ん
。

〔
史
料
七
〕

拠
稟
国
王
帯
銀
五
千
両
為
来
年

冊
封
備
弁
国
用
等
話
究
党
備
買
何
物
逐
一
供
明
開
単
呈
閲
上
届

嘉
慶
五
年

冊
封
是
否
該
国
王
帯
銀
来
問
採
買
物
件
有
無
応
脹
開
送
察
核
如
果
該
国
必
需

大
皇
帝
酌
予
借
給
以
応
国
用

稟
に
拠
れ
ば
「
国
王
の
帯
銀
五
千
両
は
、
来
年
欽
差
前
み
往
き
、

冊
封
す

る
の
と
き
、
国
用
を
備
弁
せ
ん
が
為
な
り
等
話
」
と
。
究
党
何
物
を
備
買
す

る
や
、
逐
一
供
明
せ
し
め
、

開
単
し
て
呈
閲
せ
よ
。
上
届
嘉
慶
五
年
の
冊
封

の
と
き
、
是
れ
該
国
王
、
銀
を
帯
ぴ
て
来
間
し
、
物
件
を
採
買
せ
し
や
否
や
、

応
に
脹
と
し
て
開
送
す
べ
き
も
の
有
り
や
無
し
や
、
察
核
し
て
、

如
し
果
し

て
該
国
必
需
の
物
に
し
て
訳
供
切
寛
な
ら
ば
、
以
て
情
に
拠
り
代
わ
り
て
詳

請
を
為
し
、
転
じ
て
大
皇
帝
に
奏
し
、
借
給
を
酌
予
し
て
以
て
国
用
に
応
ぜ
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天
朝
体
制
井
一
切
地
脱
灯
採
磁
器
盤
碗
仝
国
主
王
妃
応
着
蛹
錦
各
色
紬
緞
必

須
内
地
買
備
敗
国
僻
島
無
処
購
覚
再
小
邦
地
暖
人
多
疾
病
薬
材
万
難
少

欠
縁
因
窮
国
椅
頼
年
々
来
間
兼
之
無
力
不
能
多
買
隔
年
之
蓄
如
今
年
欠

買
則
絶
米
年
之
用
通
国
夷
命
所
関
錦
等
自
思
白
手
空
回
定
遭
国
法
是
以

大
老
爺
慈
恩
寛
宥
並
懇
詳
請
借
給
国
主
備
弁
物
件
銀
五
千
両
賜
錦
等
樽
節
買

備
回
国
以
資
国
用
藉
保
蟻
命
至
進

貢
頭
号
船
錦
等
業
経
吊
回
進
館
侯
来
春
遣
発
内
有
応
回
存
留
通
事
一
員
王

大
憲
超
生
非
敢
越
例
上
漬
並
無
他
人
唆
使
泣
叩

哀
懇

大
皇
帝
詔
勅
到
国
応
備

龍
旗
御
扇
各
儀
杖
敬
奉

冊
封
大
典

島
便
帯
銀
二
万
両
倶
已
沈
没
係
属

〔
史
料
八
〕

具
稟
伝
訳
琉
球
国
引
礼
通
事
鄭
燻
凋
邦
麟
為
稟
覆
事
遵
奉

鈎
諭
備
細
訳
諭
夷
官
務
将
現
在
一
切
情
形
切
実
供
覆
姦
拠
該
接

封
正
議
大
夫
奈
邦
錦
等
供
称
散
国
僻
処
海
隅
竜
無
出
産
所
有
国
用
一
切
物

件
及
薬
材
等
項
概
係
全
頼

天
朝
蔭
庇
毎
年
准
干
進
接

歴
久
遵
行
在
案
此
番
接

貢
船
随
帯
銀
両
土
産
来
間
開
館
貿
易
兌
換
回
国

天
数
錦
等
何
敢
怨
尤
但
来
年

封
接

貢
来
間
船
隻
遭
風
撃
砕
所
有
王
府
銀
五
千
両
並
南
山
北
山
三
十
六

し
む
る
に
便
な
ら
し
め
ん
。

乗
行
眼
伴
五
名
改
撥
来
年

冊
封
二
号
船
内
一
仝
遣
回
弁
理
一
切
事
務
合
併
稟
明
等
供
燻
等
合
就
拠
供
稟

大
老
爺
察
奪
切
稟

嘉
慶
十
二
年
十
一
月

稟
を
具
す
。
伝
訳
琉
球
国
引
礼
通
事
鄭
煽
．
渇
邦
麟
は
稟
覆
の
事
の
為
な

り
。
鈎
諭
を
遵
奉
し
、
備
細
に
夷
官
に
訳
諭
し
、
務
め
て
現
在
の
一
切
の
情

形
を
将
て
切
実
に
供
覆
す
。
姦
に
該
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
等
の
供
称
に
拠

す
べ
て

れ
ば
「
敗
国
は
海
隅
に
僻
処
し
、
竜
も
出
産
無
し
。
所
有
の
国
用
一
切
の
物

す
ぺ

件
及
び
薬
材
等
の
項
は
概
て
全
く
天
朝
の
蔭
庇
に
頼
り
て
、
毎
年
進
．
接
貢

船
、
銀
両
・
土
産
を
随
帯
し
て
来
間
し
、
開
館
貿
易
兌
換
し
て
回
国
す
る
を

ゆ
る准

さ
る
る
に
係
る
。
歴
久
遵
行
す
る
こ
と
案
に
在
り
。
此
の
番
、
接
封
．
接

貢
来
間
の
船
隻
、

風
に
遭
い
、
撃
砕
し
、
所
有
の
王
府
銀
五
千
両
並
び
に
南

山
・
北
山
・
三
十
六
島
便
帯
の
銀
二
万
両
、
倶
に
已
に
沈
没
す
る
は
、

天
数

に
属
す
る
に
係
る
。
錦
等
、
何
ぞ
敢
え
て
怨
ま
ん
や
。
但
だ
米
年
冊
封
の
大

典
あ
り
。
大
皇
帝
の
詔
勅
国
に
到
る
の
と
き
は
、
応
に
龍
旗
・
御
扇
の
各
儀

杖
を
備
え
、

天
朝
の
体
制
を
敬
奉
す
べ
し
。
並
び
に
一
切
の
地
艇
・
灯
採
．レ

磁
器
・
盤
碗
は
国
主
・
王
妃
の
応
に
着
す
べ
き
蛹
錦
・
各
色
の
紬
緞
と
同

か

な

ら

に
、
必
須
ず
内
地
（
中
国
）
よ
り
買
備
す
。
散
国
は
僻
島
な
れ
ば
処
と
し
て

購
覚
す
る
無
し
。
再
た
小
邦
は
地
暖
か
に
し
て
、
人
、
疾
病
多
し
。
薬
材
は

万
に
も
少
欠
し
難
し
。
窮
国
た
る
に
緑
因
り
、
椅
頼
し
て
年
々
米
問
す
。
之

覆
伏
乞

日

具
稟
伝
訳
琉
球
国
引
礼
通
事
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復
又
遭
風
撃
砕
一
切
銀
両
全
無
情
急
冒
懇

貢
船
隻
来
間
遭
風
漂
収
海
壇
錦
因
投
逓
接

封
公
文
使
者
毛
維
幹
因
定
織
婚
錦
誠
恐
遅
延
是
以
先
行
由
陸
米
省
距
船
隻

事
切
錦
接

具
稟
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
奈
邦
錦
等
為
叩
愁
全
恩
詳
請
先
借
定
織

嘉
慶
十
二
年
十
一
月

〔
史
料
九
〕

に
稟
す
。

日
稟
を
具
す
。
伝
訳
琉
球
国
引
礼
通
事

に
兼
ぬ
る
に
、
無
力
に
し
て
多
買
す
る
能
わ
ず
。
隔
年
の
蓄
え
は
、
如
し
今

年
欠
く
れ
ば
、
則
ち
来
年
の
用
を
絶
た
ん
。
通
国
の
夷
命
に
関
わ
る
所
な
れ

ば
、
錦
等
、
自
ら
思
え
ら
く
、
白
手
に
て
空
し
く
回
れ
ば
、
定
め
て
国
法
に

ゆ
え

遭
ん
と
。
是
の
以
に
大
憲
の
超
生
を
哀
懇
し
、
敢
え
て
例
を
越
え
上
潰
す
る

す
こ

L

に
は
非
ず
、
並
も
他
人
の
唆
使
す
る
無
し
。
泣
い
て
叩
う
、
大
老
爺
、
慈

わ
が
わ

恩
も
て
寛
宥
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
並
ぴ
に
懇
く
は
、
国
主
物
件
を
備
弁
す

る
の
銀
五
千
両
を
借
給
す
る
を
詳
請
し
、
錦
等
、
樽
節
し
て
買
備
回
国
し
、

以
て
国
用
に
資
し
、
藉
り
て
蟻
命
を
保
す
る
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
。
進
貢
頭

す

で

号
船
に
至
り
て
は
、
錦
等
、
業
経
に
吊
回
し
て
館
に
進
め
し
め
、
来
春
の
辿

発
を
侯
つ
。
内
に
応
に
回
す
べ
き
存
留
通
事
一
員
王
乗
行
・
眼
伴
五
名
有
り
。

改
め
て
来
年
の
冊
封
二
号
船
内
に
撥
し
、

一
同
に
造
回
せ
し
め
、
一
切
の
事

ま

さ

務
を
弁
理
せ
し
め
ん
。
合
併
に
稟
明
す
」
等
供
す
。
燈
等
、
合
就
に
供
に
拠

り
て
稟
覆
す
べ
し
。
伏
し
て
乞
う
、
大
老
爺
、
察
奪
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

切

天
恩
借
給
王
府
銀
子
五
千
両
荷
蒙

恩
准
転
詳
奉

l

憲
題

大撫奏
在
案
錦
等
自
応
遵
候
給
発
緑
間
省
一
切
緋
錦
長
濶
尺
寸
未
合
国
主
所
用

向
係
現
銀
一
雁
人
前
往
蘇
州
定
織
此
時
若
再
挨
延
計
期
必
難
織
製
不
已
哀

懇

恩
全
終
始
准
賜
詳
請
先
行
給
発
偲
得
赴
緊
往
定
以
資
国
用
感
激
無

大
老
爺

大
人涯

切
稟

嘉
慶
十
二
年
十
二
月

ね

が

わ

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
疾
邦
錦
等
は
、
叩
懇
く
は
全
恩
も
て

詳
請
せ
ら
れ
、
先
借
し
て
定
織
せ
ん
が
事
の
為
な
り
。
切
に
錦
が
接
貢
船
隻
、

来
間
の
と
き
、

風
に
遭
い
、
海
壇
に
漂
収
す
。
錦
、

使
者
毛
維
幹
に
投
逓
し
、
緋
錦
を
定
織
す
る
に
誠
に
遅
延
す
る
を
恐
る
る
に

ゆ

え

な

ん

因
り
、
是
の
以
に
先
行
し
て
陸
よ
り
省
に
来
た
る
に
、

距
ぞ
お
も
わ
ん
や
、

ま

船
隻
、
復
又
た
風
に
遭
い
、
撃
砕
せ
ん
と
は
。

情
、
急
な
れ
ば
、

再
ぴ
挨
延
せ
ば
、

日

具
稟
琉
球
国
接

天
恩
も
て
王
府
銀
子
五
千
両
を
借
給
す
る
を
冒
懇
し
た
る

大

に
、
転
詳
す
る
を
恩
准
せ
ら
る
る
を
荷
蒙
し
、
憲
の
題
奏
を
奉
ず
る
こ
と

控

ま

さ

案
に
在
り
。
錦
等
、
自
応
に
給
発
す
る
を
遵
候
す
べ
き
も
、
間
省
一
切
の
蛹

さ

錦
は
、
長
濶
の
尺
寸
未
だ
国
主
用
う
る
所
に
合
わ
ず
。
向
き
に
は
現
銀
も
て

す
す

人
を
雁
い

、
蘇
州
に
前
み
往
き
て
定
織
せ
し
む
る
に
係
る
。
此
の
時
、
若
し

期
を
計
る
に
必
ず
織
製
し
難
し
。
已
む
を
え
ず
吠
心
爺
に

一
切
の
銀
両
は
全
く
無
し
。

封
正
議
大
夫
疾
邦
錦

因
り
て
接
封
の
公
文
を
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憧
井
将
接
護
遅
延
及
襴
阻
不
力
之
地
方
文
武
拠
窟
参

奏
在
案
嗣
拠
委
員
候
補
道
凋
繋
督
同
乎
渾
庁
営
将
榜
獲
箱
匝
五
十
九
件
井

榜
救
得
生
之
夷
人
三
十
名
護
送
来
省
同
先
由
観
音
澳
携
帯
物
件
二
十
余

拍
赴
岸
到
省
之
夷
官
等
十
二
人
一
体
安
挿
館
駅
宣
布

皇
恩
賞
給
口
根
衣
履
等
項
倖
無
失
所
弦
拠
夷
官
察
邦
錦
等
稟
称
此
次
船
隻
遭

風
撃
砕
仰
蒙
憫
念
難
夷
厚
加
賞
憧
生
死
均
感
船
内
所
載
土
産
飽
魚
海
参

等
物
及
南
山
北
山
各
島
附
搭
置
買
貨
物
銀
二
万
両
均
已
漂
没
無
存
惟
内

有
本
国
王
世
孫
発
銀
五
千
両
置
弁
迎
接

開
駕
在
鐘
門
洋
面
撃
砕
滝
斃
人
口
経
臣
等
派
委
大
員
馳
往
榜
救
従
厚
撫

皇
仁
仰
祈

奏
為
損
賞
琉
球
船
隻
遭
風
沈
失
該
国
王
世
孫
銀
両
以
広

〔史
料
十
〕

祭
邦
錦

し
。
切
に
稟
す
。

(
2
)
 

脆〕

問
浙
総
督
臣
阿
林
保

福
建
巡
撫
臣
張
師
誠

〔

ゆ
る

哀
懇
す
。
恩
、
終
始
を
全
う
し
、
詳
請
し
て
先
行
給
発
す
る
を
賜
う
を
准
し
、

迂
緊
に
往
定
し
て
以
て
国
用
に
資
す
る
を
得
し
む
れ
ば
、
感
激
、
涯
り
無

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
（
＋
二
）
日

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫

聖
鑑
事
切
照
琉
球
国
接

貢
船
隻
在
洋
遭
風
漂
至
海
壇
之
観
音
浪
日
不
候
兵
船
迎
護
〔
旋
即
自
〕
行

龍
旗

御
扇
各
骰
杖
敬
奉

賞
給
雇
船
之
資
如
体
慎
遠
人
無
微
不
到
皆

天
朝
格
外
恩
施
夷
人
等
不
勝
感
戴
至
本
国
王
世
孫
発
銀
五
千
両
係
因

冊
封
天
使
到
国
応
備

天
朝
又
国
主
王
妃
跳
迎

詔
勅
応
製
蛹
錦
網
緞
各
衣
料
及
一
切
地
脱
灯
採
磁
器
盤
碗
井
預
備
薬
材
等
物

木
国
均
無
出
産
必
須
由
内
地
購
買
今
此
項
銀
両
沈
失
無
従
匿
弁
恐
致
胎

懐
獲
咎
是
以
夷
人
等
呈
懇
借
給
銀
五
千
両
以
資
購
備
回
国
侯
下
次
進

貢
船
隻
米
間
再
請
本
国
王
措
還
並
無
別
意
ロ
ハ
求
転
懇
如
数
借
給
就
油
恩

了
等
語
臣
等
査
向
米
琉
球
夷
船
遭
風
漂
没
銀
両
除
分
別
撫
憔
之
外
従
無

借
給
銀
両
之
例
嘉
慶
八
年
該
国
二
号

貢
船
在
台
湾
遭
風
漂
失
銀
二
万
両
十
一
年
該
国
二
号

貢
船
在
彬
湖
沖
礁
沈
失
銀
二
万
五
千
両
均
無
賞
借
此
次
船
隻
撃
砕
該
夷
人

大
皇
帝
厚
賞
口
根
等
項
又
請

井
奏
請

冊
封
天
使
備
用
各
物
今
一
併
沈
没
不
能
買
備
回
国
恐
有
獲
咎
懇
求
酌
鼠
借
給

伴
得
買
備
物
件
等
情
臣
等
因
備
弁

冊
封
天
使
応
用
何
物
未
拠
明
白
声
叙
随
勧
藩
司
景
敏
督
同
海
防
同
知
張
采
五

伝
到
該
夷
官
当
面
訳
訊
拠
供
向
来
該
国
夷
船
来
間
倶
有
随
帯
土
産
乗
便

貿
易
並
南
山
北
山
各
島
附
搭
銀
両
買
置
貨
物
此
次
船
内
銀
両
漂
没
無
存

窟
係
夷
人
等
貪
超
一
時
順
風
率
行
開
駕
以
致
梓
遇
風
災
已
蒙
多
方
榜
救
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間
浙
総
督
臣
阿
林
保
•
福
建
巡
撫
臣
張
師
誠
は
脆
し
て
奏
す
。
琉
球
船
隻

附
帯
南
北
山
銀
両
貨
物
沈
失
已
照
向
例
加
倍
撫
慎
母
庸
労
議
外
惟
該
国

王
世
孫
因
来
年
有

天
朝
骰
注
未
便
欠
恨
今
銀
両
在
洋
沈
失
自
当
敬
体

皇
仁
代
器
接
済
臣
等
公
同
商
酌
擬
将
国
王
世
孫
所
交
銀
五
千
両
照
数
捐
賞
免

其
檄
還
倖
該
夷
官
等
得
以
置
備
回
国
初
侯
奉
到

諭
旨
臣
等
照
会
該
国
王
世
孫
遵
照
以
仰
副

聖
主
懐
柔
遠
人
有
加
無
已
之
至
意
再
査
該
国

貢
使
業
已
進
京
尚
有
同
来
之
官
伴
人
等
的
用
原
船
先
行
回
国
業
経
給
杏
登

舟
因
風
吼
未
順
尚
未
放
洋
姦
拠
該
夷
官
等
稟
請
暫
行
調
回
来
春
再
令
開

駕
等
情
臣
等
査
現
値
冬
令
風
吼
思
期
難
以
駕
駿
出
洋
自
応
俯
如
所
請
准

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
朔
日

〔
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
九
日
奉
妹
批
男
有
旨
欽
此
〕

風
に
遭
い
、
沈
失
せ
る
該
国
王
世
孫
の
銀
両
を
損
賞
し
、
以
て
皇
仁
を
広
く

も
と

し
、
仰
い
で
聖
鑑
を
祈
め
ん
が
事
の
為
な
り
。
切
に
照
ら
す
に
、
琉
球
国
接

皇
上
容
鑑
訓
示
謹
奏

聞
所
有
臣
等
酌
器
弁
理
各
々
縁
由
謹
合
詞
恭
摺
具
奏
伏
乞

来
春
風
順
或
随
接

封
官
伴
一
体
附
搭
回
国
較
為
両
便
理
合
一
併
奏

其
船
隻
調
回
官
伴
貨
物
搬
進
館
駅
初
自
回
館
之
日
起
支
給
口
根
塩
菜
侯

冊
封
使
臣
到
国
発
交
銀
五
千
両
赴
間
置
弁
物
件
自
属
寒
情
且
有
関
敬
奉

の
物
及
ぴ
南
山
・
北
山
・
各
島
の
貨
物
を
置
買
す
る
の
銀
二
万
両
を
附
搭
す

貢
船
隻
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
海
壇
の
観
音
澳
口
に
漂
至
す
。
兵
船
の

ま

た

だ

迎
護
を
候
た
ず
、
旋
即
ち
に
自
ら
開
駕
を
行
い
、
鐘
門
洋
面
に
在
り
て
撃
砕

す
で

し
、
人
口
を
滝
斃
す
。
経
に
、
臣
等
、
大
員
を
派
委
し
、
馳
せ
往
き
て
榜
救

し
、
従
厚
く
撫
憧
し
、
井
ぴ
に
接
護
遅
延
し
、
及
ぴ
欄
阻
力
め
ざ
る
の
地
方

を
将
て
、
文
武
を
、
｛
是
に
拠
り
て
参
奏
す
る
こ
と
案
に
在
り
。
嗣
い
で
委
員

候
補
道
凋
盤
に
拠
れ
ば
、
「
平
漂
庁
営
を
督
同
し
、
榜
獲
せ
る
箱
匝
五
十
九

件
井
ぴ
に
拐
救
し
て
生
を
得
た
る
の
夷
人
三
十
名
を
将
て
護
送
し
て
省
に
来

ら
し
め
、
先
に
観
音
澳
よ
り
物
件
二
十
余
拾
を
携
帯
し
て
岸
に
赴
き
省
に
到

と
も

る
の
夷
官
等
十
二
人
と
同
に
一
体
に
館
駅
に
安
挿
し
、
皇
恩
を
宣
布
し
、
ロ

根
・
衣
履
等
の
項
を
賞
給
し
て
、
所
を
失
う
こ
と
無
か
ら
し
む
」
と
あ
り
。

姦
に
夷
官
察
邦
錦
等
の
稟
称
に
拠
れ
ば
「
此
の
次
、
船
隻
風
に
遭
い
て
撃
砕

す
。
難
夷
を
憫
念
せ
ら
れ
、
厚
く
賞
憧
を
加
う
る
を
仰
蒙
し
、
生
け
る
も
の

も
死
せ
る
も
の
も
均
し
く
感
ず
。
船
内
載
す
る
所
の
土
産
の
飽
魚
•
海
参
等

る
も
、
均
し
く
已
に
漂
没
し
て
存
す
る
無
し
。
惟
だ
、
内
に
本
国
王
世
孫
の

お
く発

り
た
る
銀
五
千
両
有
り
。
冊
封
の
天
使
を
迎
接
す
る
の
と
き
、
用
に
備
う

る
各
物
を
置
弁
せ
ん
と
す
。
今
、
一
併
に
沈
没
し
て
買
備
回
国
す
る
能
わ
ず
。

恐
ら
く
は
咎
め
を
獲
る
こ
と
有
ら
ん
。
懇
い
求
む
ら
く
は
、
借
給
す
る
を
酌

量
せ
ら
れ
、
物
件
を
買
備
す
る
を
得
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
、
等
情
」
と
あ
り
。

臣
等
、

冊
封
天
使
の
応
に
用
う
べ
き
何
物
を
備
弁
す
る
や
、
未
だ
明
白
な
る

た
だ

声
叙
に
拠
ら
ざ
れ
ば
、
随
ち
に
藩
司
景
敏
に
筋
し
、
海
防
同
知
張
采
五
を
督

同
し
、
該
夷
官
に
伝
到
し
当
面
に
訳
訊
せ
し
む
。
供
に
拠
れ
ば

「
向
来
、
該
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と
き
は
、
応
に
緋
錦
・
調
緞
の
各
衣
料
及
び
一
切
の
地
既
．
灯
採
．
磁
器

す
ぺ

国
夷
船
来
間
の
と
き
は
、
倶
て
随
帯
の
土
産
有
り
、
便
に
乗
じ
て
貿
易
す
。

並
び
に
南
山
・
北
山
・
各
島
、
銀
両
を
附
搭
し
、
貨
物
を
買
置
す
。
此
の
次
、

船
内
の
銀
両
、
漂
没
し
て
存
す
る
無
し
。
塞
に
夷
人
等
一
時
の
順
風
に
貪
診
）

し
、
率
い
て
開
駕
を
行
い
、

り
て
は
、

を
備
え
、

以
て
梓
か
に
風
災
に
遇
う
を
致
す
に
係
る
。
已

に
多
方
榜
救
し
、
井
び
に
大
皇
帝
に
奏
請
し
、
厚
く
口
根
等
の
項
を
賞
せ
ら

る
る
を
蒙
る
。
又
、
船
を
雇
う
の
資
を
賞
給
せ
ら
る
る
を
請
う
。
遠
人
を
体

す
こ
し

慎
す
る
が
如
き
は
、
微
も
到
ら
ざ
る
無
き
な
り
。
皆
、
天
朝
格
外
の
恩
施

に
し
て
、
夷
人
等
感
戴
に
勝
え
ず
。
本
国
王
世
孫
の
発
せ
る
銀
五
千
両
に
至

冊
封
の
天
使
、
国
に
到
る
に
因
り
、
応
に
龍
旗
・
御
扇
の
各
儀
杖

天
朝
を
敬
奉
す
べ
く
、

又
、
国
主
・
王
妃
、
詔
勅
を
脆
迎
す
る
の

盤
碗
を
製
し
、
井
び
に
薬
材
等
の
物
を
預
備
す
べ
き
に
係
る
も
、
本
国
は
均

か

な

ら

し
く
出
産
無
く
、
必
須
ず
内
地
よ
り
購
買
す
。
今
、
此
の
項
の
銀
両
沈
失
し
、

よ
し

ゅ
ぇ

匿
弁
す
る
に
従
無
し
。
恐
ら
く
は
胎
恨
を
致
し
、
咎
め
を
獲
ん
。
是
の
以
に

夷
人
等
呈
懇
す
、
銀
五
千
両
を
借
給
し
、
以
て
購
備
し
て
回
国
す
る
に
資
し
、

下
次
の
進
貢
船
隻
の
間
に
来
た
る
を
侯
ち
て
、
再
び
本
国
王
、
措
還
す
る
を

請
い
、
並
え
て
別
意
無
し
。
只
だ
求
む
ら
く
は
、
転
じ
て
数
の
如
く
借
給
す

る
を
懇
わ
ば
、
就
ち
恩
に
油
い
了
ら
ん
等
語
」
と
あ
り
。
臣
等
、
査
す
る

に
、
向
来
、
琉
球
夷
船
風
に
遭
い
、
銀
両
を
漂
没
せ
し
と
き
は
、
分
別
に
撫

慎
す
る
を
除
く
の
外
、
従
り
て
銀
両
を
借
給
す
る
の
例
無
し
。
嘉
慶
八
年
（
一

八
0
三）

該
国
二
号
貢
船
、
台
湾
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
銀
二
万
両
を
漂
失

し
、
十

一
年

(
-
八
0
六
）
該
国
二
号
貢
船
、
彰
湖
に
在
り
て
礁
に
沖
し
、

銀
二
万
五
千
両
を
沈
失
す
る
も
、
均
し
く
賞
借
す
る
無
し
。
此
の
次
、
船
隻

撃
砕
し
、
該
夷
人
の
附
帯
せ
る
南
・
北
山
の
銀
両
・
貨
物
は
沈
失
せ
り
。
已

L
ち

に
向
例
に
照
ら
し
て
撫
憧
を
加
倍
し
た
れ
ば
、
別
に
議
を
庸
う
る
こ
と
母
き

の
外
、
惟
だ
該
国
王
世
孫
は
、
米
年
冊
封
使
臣
の
国
に
到
る
こ
と
有
る
に
因

り
、
銀
五
千
両
を
発
交
し
、
間
に
赴
き
物
件
を
慣
弁
せ
し
む
る
は
、
自
ら
｛是

情
に
属
す
。
且
つ
天
朝
を
敬
奉
す
る
に
関
る
儀
注
は
、
未
だ
欠
娯
す
る
に
便

ま

さ

な
ら
ざ
る
有
り
。
今
、
銀
両
は
洋
に
在
り
て
沈
失
す
。
自
当
に
敬
ん
で
皇
仁

は
か

を
体
し
、
代
り
て
接
済
す
る
を
竿
萄
る
べ
し
。

臣
等
、
公
同
に
商
酌
し
国
王
世

孫
交
す
る
所
の
銀
五
千
両
を
将
て
数
に
照
ら
し
て
捐
賞
し
、
其
の
檄
還
を
免

か
れ
し
め
該
夷
官
等
を
し
て
以
て
置
備
回
国
せ
し
め
、
初
お
諭
旨
を
奉
到
す

る
を
侯
ち
、

臣
等
、
該
国
王
世
孫
に
照
会
し
て
遵
照
せ
し
め
、

以
て
仰
い
で

聖
主

の
、
遠
人
を
懐
柔
す
る
に
加
う
る
有
り
て
已
む
無
き
の
至
意
に
副
わ
ん

は

っ

す

で

と
擬
す
。
再
び
査
す
る
に
、
該
国
貢
使
、
業
已
に
京
に
進
む
も
、
尚
お
同
米

す

で

の
官
伴
人
等
、
伯
お
原
船
を
用
て
先
行
回
国
す
る
も
の
有
り
。
業
経
に
杏
を

給
し
て
登
舟
せ
し
む
る
も
、

風
吼
未
だ
順
な
ら
ざ
る
に
因
り
、
尚
お
未
だ
放

洋
せ
ず
。
盛
に
該
夷
官
等
の
稟
請
に
拠
れ
ば
「
暫
く
調
回
を
行
い
、
来
春
再

び
開
駕
せ
し
め
ら
れ
た
し
等
情
」
と
あ
り
。
臣
等
、
査
す
る
に
、
現
に
冬
令

あ

ま

さ

に
値
う
。
風
訊
期
を
恕
れ
ば
、
以
て
駕
駿
し
て
出
洋
し
難
し
。
自
応
に
俯
し

て
請
う
所
の
如
く
、
其
の
船
隻
の
調
回
す
る
を
准
し
、
官
伴
・
貨
物
は
館
駅

に
搬
進
し
、
初
お
回
館
の
日
よ
り
起
こ
し
て
口
根
・
塩
菜
を
支
給
し
、
来
春

風
順
な
る
を
侯
ち
、
或
る
も
の
は
接
封
の
官
伴
に
随
い
て
一
体
に
附
搭
回
国

は

な

は

ま

さ

み

ざ

せ
し
む
れ
ば
、

較
だ
両
便
と
為
す
。
理
と
し
て
合
に
一
併
に
奏
聞
す
。
所
有
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天
恩
借
給
国
主
所
発
銀
子
五
千
両
買
備
来
年

恩
准
詳

題
錦
等
感
激
再
造
銘
心
刻
骨
縁
錦
等
所
借
之
銀
委
因
往
森
定
織
緋
錦
確
計

往
回
井
織
製
日
子
必
須
百
有
余
天
方
能
無
恨
是
以
於
本
月
十
二
日
以
叩

懇
全
恩
等
事
冒
請
先
行
撥
借
未
蒙

批
示
錦
等
昼
夜
難
安
誠
恐
遅
延
挨
出
年
外
則
赴
弁
不
及
錦
等
伯
難
免
娯
公

之
咎
癸
情
急
催
懇
哀
乞

大
人
俯
察
已
蒙
准
借
再
賜
先
行
給
発
全
錦
等
不
至
初
惧
公
差
感
徳
子
生
々

世
々
癸
切
稟

天
朝
体
制
荷
蒙

封
典
必
用
物
件
敬
奉

貢
船
隻
遭
風
撃
砕
人
口
滝
斃
銀
貨
全
無
哀
懇

懇
乞
賜

恩
全
事
切
錦
等
接

〔
史
料
十
一
〕

具
稟
琉
球
国
接

封
正
議
大
夫
察
邦
錦
為
非
蒙
先
借
初
惧
公
差
情
急
再

此
を
欽
め
」
と
あ
り
〕

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
朔
日

〔
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
九
日

奏
す
。

株
批
を
奉
じ
た
る
に

「男
に
旨
有
り
。

の
臣
等
が
酌
器
弁
理
せ
る
各
々
の
緑
由
は
謹
ん
で
合
詞
し
て
恭
し
く
摺
も
て

具
奏
す
。
伏
し
て
乞
う
、
皇
上
、
容
鑑
あ
り
て
訓
示
せ
ら
れ
た
し
。
謹
ん
で

世
世
に
感
ぜ
ん
。
切
に
稟
す
。

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
七

H

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
は
、

先
借
す
る
を
蒙
る
に
非

ざ
れ
ば
、
初
お
公
差
を
懐
ら
ん
。
情
、
急
な
れ
ば
、
再
ぴ
恩
全
き
を
賜
う
を

）ヽ

い
ね
が

懇
乞
わ
ん
が
事
の
為
な
り
。
切
に
錦
等
の
接
貢
船
隻
、
風
に
遭
い
て
撃
砕
し
、お

く

銀
・
貨
も
全
く
無
し
。
哀
懇
す
ら
く
、
天
恩
も
て
国
主
発

人
口
は
滝
斃
し
、

る
所
の
銀
子
五
千
両
を
借
給
し
、
来
年
の
封
典
に
必
用
の
物
件
を
買
備
し
、

天
朝
の
体
制
を
敬
奉
せ
ん
。
詳
題
を
恩
准
せ
ら
る
る
を
荷
蒙
し
、
錦
等
、
再

造
に
感
激
し
、
心
に
銘
し
、
骨
に
刻
め
り
。
錦
等
借
す
る
所
の
銀
は
、
委
ね

て
蘇
に
往
き
緋
錦
を
定
織
せ
し
む
る
に
因
り
、
確
と
し
て
往
回
井
び
に
織
製

か

な

ら

は

じ

の
日
子
を
計
る
に
、
必
須
ず
百
有
余
天
に
し
て
方
め
て
能
＜
惧
り
無
き
に
緑

ゅ
ぇ

b

が

り
、
是
の
以
に
本
月
十
二

H
に
於
て
「
叩
懇
わ
く
は
恩
を
全
う
せ
ら
れ
た
し

等
の
事
」
〔
史
料
九
〕
を
以
て
、
先
行
し
て
撥
借
す
る
を
冒
請
す
る
も
、
未

だ
批
示
を
蒙
ら
ず
。
錦
等
、
昼
夜
安
ん
じ
難
し
。
誠
に
恐
る
、
遅
延
し
て
年

外
に
挨
出
せ
ば
則
ち
赴
弁
す
る
も
及
ば
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
錦
等
、
伯
お
公
を

恨
る
の
咎
め
を
免
か
れ
難
し
。
情
、
急
な
れ
ば
、
大
人
に
催
懇
哀
乞
す
、
已

に
借
す
る
を
准
す
を
蒙
り
た
る
を
俯
察
せ
ら
れ
、
再
び
先
行
し
て
給
発
す
る

こ
と
全
き
を
賜
わ
ら
ば
、
錦
等
、
初
お
公
差
を
惧
る
に
至
ら
ず
、
徳
を
生
生

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
七
日

〔
史
料
十
二
〕

〔
史
料
九
〕
と
重
複
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球
国
接

〔
史
料
十
三
〕

封
大
夫
察
邦
錦
等
具
稟
船
隻
遭
風
撃
砕
銀
両
全
無
借
給
王
府

銀
子
五
千
両
蒙
准
詳
題
在
案
懇
請
先
行
給
発
伸
得
往
蘇
州
定
織
蛹
錦
等

情
到
府
拠
此
査
此
次
賞
借
銀
両
已
蒙

憲
具
奏
応
侯
奉
到

督撫
諭
旨
再
行
器
款
給
領
此
時
未
便
転
請
此
係
歴
来
未
有
之
喋
典
為
此
諭
仰
土
通

事
即
便
明
白
訳
諭
衆
夷
官
遵
照
母
違
此
諭

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
五
日

福
州
府
分
守
南
台
海
防
庁
兼
管
水
利
関
課
張
は
、

遵
照
し
て
違
う
こ
と
母
か
れ
。
此
に
諭
す
。

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
五
日

，
 

ヵ

a
 

i
 

叩
懇
わ
く
は
、

恩
を
全

う
せ
ら
れ
ん
等
の
事
の
為
な
り
。
琉
球
国
接
封
大
夫
察
邦
錦
等
の
具
稟
す
る

に
拠
れ
ば
「
船
隻
風
に
遭
い
て
撃
砕
し
、
銀
両
全
く
無
し
。
王
府
銀
子
五
千

『
）
う

両
を
借
給
す
る
に
つ
き
、
詳
題
を
准
す
を
蒙
る
こ
と
案
に
在
り
。
懇
請
ら
く

は
、
先
行
し
て
給
発
し
、
蘇
州
に
往
き
て
師
錦
を
定
織
す
る
を
得
し
め
ら
れ

た
し
等
情
」
と
あ
り
。
府
に
到
る
。
此
を
拠
け
た
り
。
査
す
る
に
、
此
の
次
、

督

銀
両
を
賞
借
す
る
は
、
已
に
憲
の
具
奏
せ
ら
る
る
を
蒙
る
。
応
に
諭
旨
の

撫

奉
到
す
る
を
侯
ち
、
再
び
器
款
を
行
い
て
給
領
せ
し
む
べ
し
。
此
の
時
は
、

未
だ
転
請
に
便
な
ら
ざ
る
な
り
。
此
れ
歴
来
未
だ
有
ら
ざ
る
の
暖
典
に
係
る
。

め
い

此
が
為
に
、
諭
も
て
土
通
事
に
仰
じ
、
即
便
に
明
白
に
衆
夷
に
訳
諭
せ
し
む
。

〔
史
料
十
四
〕

嘉
慶
十
三
年
正
月
初
七
日
承
准

孫
因
来
年
有

以
資
購
弁
自
応
加
之
体
憧
量
予
恩
施
所
有
該
国
沈
失
銀
五
千
両
無
庸
該

督
等
全
数
捐
賞
着
加
恩
賞
給
庫
銀
二
千
五
百
両
其
余
銀
二
千
五
百
両
着

該
省
督
撫
司
道
大
員
損
資
賞
給
均
免
其
緻
還
用
示
懐
柔
至
意
余
着
照
所

嘉
慶
十
三
年
正
月
初
七
日
延
寄
を
承
准
し
、
十
二
月
十
九
日
内
閣
よ
り
上

う
け
と

諭
を
奉
り
た
る
に

「
阿
が
奏
請
し
た
る
『
琉
球
船
隻
風
に
遭
い
、
沈
失
せ

る
該
国
王
世
孫
の
銀
両
を
損
賞
す
』
の
一
摺
は
、
該
国
王
世
孫
、
来
年
冊
封

の
使
臣
国
に
到
る
に
因
り
、
夷
官
に
銀
五
千
両
を
発
交
し
、

迎
接
の
と
き
応

と
こ
ろ

に
用
う
べ
き
物
件
を
備
弁
せ
し
め
ん
と
な
り
。
儀
制
に
関
る
牧
な
れ
ど
も
、

今
、
船
隻
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
此
の
項
の
銀
両
漂
失
す
る
に
因
り
、
該

ま

さ

夷
官
等
、
呈
懇
す
ら
く
、
借
給
し
て
以
て
購
弁
に
資
せ
ん
と
。
自
応
に
之
に

恩
施
す
る
を
量
予
し
、
所
有
の
該
国
の
沈
失
銀
五
千
両
は
、

体
憧
を
加
え
、

該
督
等
、

全
数
捐
賞
す
る
を
庸
う
る
無
く
、
着
し
て
恩
を
加
え
、
庫
銀
二
千

五
百
両
を
賞
給
し
、
其
の
余
の
銀
二
千
五
百
両
は
、
該
省
の
督
・
撫
・
司
・

道
の
大
員
を
し
て
資
を
損
し
て
賞
給
せ
し
め
、
均
し
く
其
の
檄
還
を
免
か
れ

嘉
慶
十
三
年
正
月
初
八
日

請
行
該
部
知
照
欽
此
等
因

件
儀
制
放
関
今
因
船
隻
在
洋
遭
風
此
項
銀
両
漂
失
該
夷
官
等
呈
懇
借
給

冊
封
使
臣
到
国
発
交
夷
官
銀
五
千
両
備
弁
迎
接
応
用
物

上
諭
阿
奏
請
損
賞
琉
球
船
隻
遭
風
沈
失
該
国
王
世
孫
銀
両
一
摺
該
国
王
世

福
州
府
分
守
南
台
海
防
庁
兼
管
水
利
関
課
張
為
叩
懇
全
恩
等
事
拠
琉

廷
寄
十
二
月
十
九
日
内
閣
奉
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〔
史
料
十
六
〕

福
州
府
分
守
南
台
海
防
庁
兼
管
水
利
関
課
張
為
欽
奉

し
め
、

用
て
懐
柔
の
至
意
を
示
す
べ
し
。
余
は
着
し
て
請
う
所
に
照
ら
し
て

該
部
に
行
し
、
知
照
せ
し
め
よ
、
此
を
欽
め
等
因
」
と
あ
り
。

嘉
慶
十
三
年
正
月
初
八
日

〔史
料
十
五
〕

具
甘
結
琉
球
国
接

封
正
議
大
夫
疾
邦
錦
等
今
在

大
人
台
下
領
得
沈
失
銀
両
奉

旨
恩
賞
銀
二
千
五
百
両
又
各

憲
捐
貰
銀
二
千
五
百
両
共
成
銀
五
千
両
領
回
置
買
物
件
眼
仝
弾
兌
面
封
看

嘉
慶
十
三
年
正
月
二
十
四
日
具
甘
結
琉
球
国
接

封
正
議
大
夫
祭
邦
錦

甘
結
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
奈
邦
錦
等
は
、
今
、
大
人
台
下
に

在
り
て
、
沈
失
せ
る
銀
両
を
領
得
せ
り
。
奉
旨
の
恩
賞
銀
二
千
五
百
両
と
、

又
、
各
憲
の
捐
賞
銀
二
千
五
百
両
と
、
共
に
成
銀
五
千
両
は
、
領
回
し
て
物

す
こ
し

件
を
置
買
す
。
眼
同
に
弾
兌
し
、
面
封
す
。
包
封
を
看
る
に
、
並
も
剋
相

こ

•
J

す
る
の
情
事
無
し
。
合
に
甘
結
を
具
す
。
是
れ
｛
是
な
り
。

嘉
慶
十
三
年
正
月
二
十
四
日
甘
結
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
奈
邦

上
諭
事
嘉
慶
十
三
年
正
月
二
十
七
日
蒙

布
政
使
司
景

憲
案
嘉
慶
十
三
年
正
月
初
七
日
承
准

廷
寄
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
九
日
内
閣
奉

世
孫
因
来
年
有

等
奏
請
損
賞
琉
球
船
隻
遭
風
沈
失
該
国
王
世
孫
銀
両
一
摺
該
国
王

冊
封
使
臣
到
国
発
交
夷
官
銀
五
千
両
備
弁
迎
接
応
用

給
以
資
購
弁
自
応
加
之
体
憧
鼠
予
施
恩
所
有
該
国
沈
失
銀
五
千
両
母
庸

該
督
等
全
数
捐
賞
着
加
恩
賞
給
庫
項
銀
二
千
五
百
両
其
余
銀
二
千
五
百

両
着
該
省
督
撫
司
道
大
員
損
資
賞
給
均
免
其
檄
還
用
示
懐
柔
至
意
余
着

行
該
部
知
道
欽
此
等
因
到
本
部
院
承
准
此
合
就
行
知
備
案
行
司
立
即
欽
遵

巡
撫
部
院

転
行
査
照
弁
理
母
違
等
因
奉
此
又
為
前
事
本
年
正
月
二
十
一
日
奉

妥
脱
力
）

批
本
司
詳
覆
査
向
来
琉
球
国
遭
風
難
番
所
需
賞
項
均
動
司

庫
存
公
項
下
支
錐
今
奉

旨
質
給
琉
球
国
沈
失
銀
二
千
五
百
両
応
請
体
照
歴
弁
例
案
在
於
嘉
慶
十
二
年

部
留
支
文
職
各
街
門
未
支
各
年
俸
工
款
内
暫
行
照
数
借
支
同

恩
買
銀
両
一
併
給
発
夷
官
承
領
一
面
移
杏
司
道
即
日
照
数
解
司
帰
補
清
款
等

由
奉
批
本
部
院
応
捐
銀
二
百
五
十
両
即
於
正
月
分
養
廉
銀
内
照
数
拍
収

錦

司
庫
不
報

両
院
両
司
六
道
句
作
十
股
平
捐
毎
股
捐
銀
二
百
五
十
両
先
於

存
公
款
内
動
支
給
領
其
余
銀
二
千
五
百
両

照
所
請

包
封
並
無
剋
担
情
事
合
具
甘
結
是
寒

物
件
俄
制
放
関
今
因
船
隻
在
洋
遭
風
此
項
銀
両
漂
失
該
夷
官
等
呈
懇
借

上
諭
阿 巡

撫
部
院
張

憲
札
嘉
炭
十
三
年
正
月
初
七
日
奉
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福
州
府
分
守
南
台
海
防
庁
兼
管
水
利
関
課
張
は
、

上
諭
を
欽
奉
す
る
の
事

の
為
な
り
。
嘉
慶
十
三
年
正
月
二
十
七
日
布
政
使
司
景
敏
の
憲
札
を
蒙
け
、

嘉
慶
十
三
年
正
月
初
七
日
巡
撫
部
院
張
の
憲
案
を
奉
け
、

嘉
慶
十
三
年
正
月

初
七
日
延
寄
を
承
准
し
、
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
十
九
日
内
閣
よ
り
上
諭
を
奉

按

察

使

司

慶

保

台

湾

道

清

華

興
泉
永
道
王
紹
蘭

汀

滴

龍

道

海

福

布
政
使
司

景

敏

延

建

郡

道

李

華

封

福
建
巡
撫
部
院
張
師
誠

塩
法
道

間
浙
総
督
部
堂

阿
林
保

寧
福
道

張
志
緒

陳

観

計
開

速
即
補
具
領
状
呈
檄
赴
府
以
兌
転
送
勿
得
延
娯
速
速
此
諭

清
款
俯
候

総
督
部
堂
阿

撫
部
院
批
示
檄
奉
此
除
分
別
支
給
外
合
就
餅
知
為
此
仰
庁
官
吏
即
便
補

具
印
領
送
司
備
案
母
違
等
因
蒙
此
合
就
飾
行
為
此
諭
仰
夷
官
祭
邦
錦
等

嘉
慶
十
三
年
二
月
初
三
日

批
如
詳
借
支
給
領
仰
即
分
移
司
道
即
日
照
数
捐
解
帰
補

月
内
即
行
解
司
帰
款
具
報
俯
候

督
部
堂
批
示
檄
又
奉

給
領
至
省
城
司
道
亦
可
於
養
廉
内
即
相
台
湾
道
已
拠
該
司
詳
拍
均
可
母

庸
借
款
其
余
各
道
応
捐
銀
両
如
詳
暫
行
借
款
給
領
俯
催
各
道
等
限
於
本

け
た
る
に
「
阿
等
、
琉
球
船
隻
風
に
遭
い
、
沈
失
せ
る
該
国
王
世
孫
の
銀
両

を
損
賞
せ
ん
こ
と
を
奏
請
す
の
一
摺
〔
史
料
十
〕
は
、
該
国
王
世
孫
、
来
年

冊
封
の
使
臣
、
国
に
到
る
に
因
り
、
夷
官
に
銀
五
千
両
を
発
交
し
、

迎
接
の

と
き
応
に
用
う
べ
き
物
件
を
備
弁
せ
し
む
。
儀
制
に
関
る
仮
な
れ
ど
も
、
今
、

船
隻
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
此
の
項
の
銀
両
漂
失
す
る
に
因
り
、
該
夷
官

ま

さ

等
呈
懇
す
ら
く
、
借
給
し
て
以
て
購
弁
に
資
せ
ん
と
。
自
応
に
之
に
体
憧
を

み

ぎ

加
え
、
施
恩
す
る
を
量
予
し
、
所
有
の
該
国
沈
失
の
銀
五
千
両
は
、
該
督
等
、

も
ち

全
数
捐
賞
す
る
を
庸
う
る
無
く
、
着
し
て
恩
を
加
え
、
庫
項
銀
二
千
五
百
両

を
賞
給
し
、
其
の
余
の
銀
二
千
五
百
両
は
、
該
省
の
督
・
撫
・
司
・
道
の
大

員
を
し
て
資
を
損
し
て
賞
給
せ
し
め
、
均
し
く
其
の
檄
還
を
免
じ
、

用
て
懐

柔
の
至
急
を
示
す
べ
し
。
余
は
着
し
て
請
う
所
に
照
ら
し
て
該
部
（
礼
部
）

こ
子
し
、

i
ヽ
1

知
道
せ
し
め
よ
。
此
を
欽
め
等
因
」
〔
史
料
十
四
〕
と
あ
り
。
本

ま

さ

た

だ

部
院
に
到
る
。
此
を
承
准
け
た
れ
ば
、
合
に
就
ち
に
行
知
す
べ
し
。

え
、
司
に
行
す
。

「立
即
に
欽
迫
し
て
転
行
し
、
査
照
弁
理
し
て
違
う
こ
と

み
ぎ

母
か
れ
等
因
」
と
。
此
を
奉
け
た
り
。
又
、
前
の
事
の
為
な
り
。
本
年
正
月

二
十
一
日
巡
撫
部
院
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
「
本
司
詳
覆
す
、
『
査
す
る
に
、

し
と

向
来
、
琉
球
国
遭
風
難
番
、
需
む
る
所
の
賞
項
は
、
均
し
く
司
庫
（
布
政
司

の
倉
庫
・
地
方
費
）

ま、
,
1
 

、
つ
ら
く

て
金
）

の
存
公
項
（
積
み
立
て
金
）

案
を
備

の
下
よ
り
動
支
し
て
支
錆

す
。
今
、
旨
を
奉
じ
て
賞
給
す
る
琉
球
国
沈
失
銀
二
千
五
百
両
は
、
応
に
請

歴
弁
の
例
案
に
体
照
し
て
、
嘉
慶
十
二
年
の
存
公
款
（
積
み
立

の
内
よ
り
動
支
給
領
せ
し
む
べ
し
。
其
の
余
の
銀
二
千
五
百
両
は
、

両
院
・
両
司
・
六
道
句
し
く
十
股
平
捐
と
作
し
、
毎
股
捐
銀
二
百
五
十
両
と
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る
を
得
る
こ
と
勿
か
れ
。
速
速
」
と
。
此
に
諭
す
。

よ
。
例
お
撫
部
院
の
批
示
す
る
を
侯
て
。
檄
せ
」
と
あ
り
。
此
を
奉
け
た
れ

し
、
先
に
、

司
庫
、
部
（
戸
部
）
に
報
ぜ
ず
、
留
め
て
文
職
各
街
門
に
支
せ

ん
と
し
て
未
だ
支
せ
ざ
る
各
年
俸
工
款
（
給
料
）
の
内
よ
り
、
暫
ら
く
数
に

レ一も

照
ら
し
て
借
支
を
行
い
、
恩
賞
銀
両
と
同
に
一
併
に
夷
官
に
給
発
承
領
せ
し

お
く

め

、

即

日

に

数

に

照

ら

し

て

司

に

解

り

、

補

一
面
に
は
司

・
道
に
移
杏
し
、

し
て
清
款
（
精
算
額
）
を
帰
さ
し
め
ん
等
由
』
と
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
本

部
院
の
応
に
捐
す
べ
き
銀
二
百
五
十
両
は
、

務
地
手
当
）

道
に
分
移
し
、

即
ち
に
正
月
分
の
養
廉
銀
（
勤

の
内
よ
り
数
に
照
ら
し
て
相
収
（
差
引
収
納
）
給
領
せ
し
め
、

省
城
の
司
・
道
に
至
り
て
も
亦
た
壺
廉
内
よ
り
即
ち
に
相
（
差
引
）
し
、
台

湾
道
は
已
に
該
司
の
詳
に
拠
れ
ば
『
相
し
て
均
し
く
借
款
を
庸
う
る
こ
と
母

か
る
べ
し
』
と
あ
り
。
其
の
余
の
各
道
の
応
に
捐
す
べ
き
銀
両
は
、
詳
の
如

＜
暫
ら
く
借
款
を
行
い
て
給
領
（
給
発
承
領
）
せ
し
め
、
伯
お
各
道
等
に
催

た

だ

ち

し
、
本
月
内
を
限
っ
て
即
行
に
司
に
解
り
帰
款
（
償
還
）

具
報
せ
し
め
よ
。

ま

伯
お
督
部
堂
の
批
示
す
る
を
候
て
。
檄
せ
」
と
あ
り
。
又
、
総
督
部
堂
阿
の

批
を
奉
け
た
る
に
、
「
詳
の
如
く
借
支
し
給
領
せ
し
め
、
仰
じ
て
即
ち
に
司
・

即
日
、
数
に
照
ら
し
て
捐
解
し
、
補
し
て
清
款
を
帰
さ
し
め

ば
、
分
別
に
支
給
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に
就
ち
に
勧
知
す
べ
し
。
此
が
為

に
庁
の
官
吏
に
仰
ず
、
「
即
便
に
印
領
を
補
具
し
、

司
に
送
り
、
案
を
備
え
、

違
う
こ
と
母
か
ら
し
め
よ
等
因
」
と
。
此
を
蒙
け
た
れ
ば
、
合
に
就
ち
に
勧

行
す
べ
し
。
此
が
為
に
夷
官
察
邦
錦
等
に
諭
も
て
仰
ず
、
「
速
即
に
領
状
を

お
さ

補
具
し
て
呈
も
て
檄
め
、
府
に
赴
き
、
以
て
転
送
に
梵
ら
し
め
よ
。
延
惧
す

王
世
孫
再
三
嘱
諭
到
間
先
期
帯

天
使
到
国
封
襲
例
由
間
省
選
択
呈
請
封
定
寛
大
海
船
二
隻
倶
係
夷
梢
引
導

皇
恩
憲
徳
格
外
施
仁
損
賞
銀
両
錦
等
拝
領
之
下
銘
感
不
勝
但
本
国
恭
迎

台

湾

道

清

華

按

察

使

司

慶

保

興
泉
永
道
王
紹
蘭

布
政
使
司

景

敏

汀

滴

龍

道

海

福

（
両
司
）

延
建
部
道
李
華
封

福
建
巡
撫
部
院
張
師
誠

塩

法

道

陳

観

寧

福

道

張

志

緒

（
両
院
）

計
開

阿
林
保

嘉
慶
十
三
年
二
月
初
三
日

間
浙
総
督
部
堂

〔
史
料
十
七
〕

懇
求
預
選
寛
大
新
船
事

具
稟
琉
球
国
接
封
大
夫
察
邦
錦
等
為
照
例
預
選
寛
大
新
船
稟
請
親
臨
帯

仝
勘
定
以
便
該
船
鯰
補
堅
固
聴
候

天
使
乗
汎
開
洋
事
切
錦
等
奉

封
来
間
荷
蒙

王
世
孫
命
接

駕
駿
歴
届
遵
行
在
案
縁
査
乾
隆
二
十
一
年
間

（
期
力
）

令
夷
梢
前
赴
看
験
奈
有
一
船
久
湘
臨

□

莫
能
稟
換
至
該
船
往
返
受
険
多

次
散
国
主
憧
恐
莫
安
此
番
錦
等
奉
命
接

封
帯
仝
熟
諸
海
道
夷
梢
来
間
在
国
嬰
承

冊
封
選
定
船
隻
之
後
伝

（
六
道
）

-73 -



預
め
寛
大
な
る
新
船
を
選
ぶ
を
懇
求
す
る
事

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
大
夫
祭
邦
錦
等
は
、
例
に
照
ら
し
て
預
め
寛
大

な
る
新
船
を
選
び
、
稟
も
て
親
臨
し
て
帯
同
に
勘
定
す
る
を
請
い
、
以
て
該

ま

天
使
、
汎
に
乗
じ
て
開
洋
す
る
を
聴
候
つ
に
便
な

船
鯰
補
堅
固
な
ら
し
め
、

切
に
錦
等
、
王
世
孫
の
命
を
奉
け
、
封
を
接
せ
ん
と
し
て
閤
に
来
た
る
に
、

ら
し
め
ん
が
事
の
為
な
り
。

海

防

福

州

府

間

県

布

政

司

撫

院

右
稟
上

封
襲
大
典
俯
察
遠
渉
重
洋

叩 随
将
預
選
両
船
名
字
稟
叩

仝
舵
梢
前
往
各
船
上
細
加
験
看
選
択
新
造
寛
大
船
身
堅
固
堪
以
衝
風
敵

浪
方
可
稟
請
封
定
等
因
此
番
錦
等
到
間
遵
即
帯
仝
熟
諦
夷
梢
赴
各
船
上

遍
行
屡
加
験
看
惟
有
金
森
美
膵
長
発
両
船
合
式
船
身
新
造
堅
固
寛
大
堪

以
駕
駿
重
洋
其
余
陳
茂
春
等
各
船
倶
不
合
式
或
歴
年
已
久
不
堪
遠
渉
波

涛
或
船
身
短
促
毎
船
不
能
装
運
二
百
余
人
且
製
造
異
式
夷
梢
不
穏
駕
駿

貪
沐
力
）

福
防
庁
在
案
前
因
未
蒙
票
伝
随
験
誠
恐
臨

期
周
章
情
急
上
稟

（
下
力
｝

藩
憲
大
人
荷
蒙
親
臨
河
千
帯
仝
錦
等
随
験
感
激
無
地
本
当
静
候
詳
請

大
憲
大
人
親
臨
覆
験
縁
封
舟
開
駕
必
須
夏
汎
瞬
届
将
臨
且
選
定
封
舟
之
船

必
須
船
上
添
補
器
具
以
及
鯰
修
堅
固
尚
需
時
日
錦
等
不
描
冒
昧
泄
情
稟

大
憲
大
人
仰
体

恩
准
迅
賜
親
臨
勘
定
以
便

該
船
鯰
補
堅
固
乗
汎
得
穏
開
洋
遠
人
戴
徳
靡
涯
切
稟

等
、
拝
領
の
下
、

銘
感
に
勝
え
ず
。
但
だ
本
国
恭
し
く
天
使
を
迎
え
て
国
に

到
り
、
封
襲
す
る
の
と
き
は
、
例
と
し
て
間
省
よ
り
選
択
し
、
呈
請
し
て
寛

大
な
る
海
船
二
隻
を
封
定
す
。
倶
に
夷
梢
引
導
し
て
駕
駿
す
る
に
係
る
。
歴

届
避
行
す
る
こ
と
案
に
在
り
。
査
に
縁
れ
ば
、
乾
隆
二
十
一
年
間
の
冊
封
の

と
き
は
、
船
隻
を
選
定
す
る
の
後
、
令
を
夷
梢
に
伝
え
、
前
み
赴
き
て
看
験

い
か

し
た
り
。
奈
ん
せ
ん
一
船
久
し
く
瀬
る
こ
と
有
ら
ば
、
期
に
臨
ん
で
能
＜
稟

も
て
換
う
る
こ
と
莫
し
。
該
船
に
至
り
て
は
、
往
返
険
を
受
く
る
こ
と
多
次
、

散
国
王
憧
恐
と
し
て
安
ん
ず
る
莫
し
。
此
の
番
、
錦
等
、
命
を
奉
じ
て
封
を

接
せ
ん
と
し
、
海
道
に
熟
諸
せ
る
夷
梢
を
帯
同
し
て
来
間
す
る
の
と
き
、
国

に
在
り
て
隈
々
王
世
孫
の
再
三
の
嘱
諭
を
承
く
る
に
「
間
に
到
ら
ば
期
に
先

等
、
問
に
到
り
、

ん
じ
て
舵
梢
を
帯
同
し
、
各
船
上
に
前
み
往
き
、
細
さ
に
験
看
を
加
え
、
新

造
寛
大
、
船
身
堅
固
に
し
て
以
て
風
を
衝
き
浪
に
敵
す
る
に
堪
う
る
も
の
を

は
じ

選
択
し
て
方
め
て
稟
も
て
封
定
を
請
う
べ
し
等
因
」
と
あ
り
。
此
の
番
、
錦

避
即
に
熟
諸
の
夷
梢
を
帯
同
し
、
各
船
上
に
赴
き
、
遍
行

＜
隈
々
験
看
を
加
う
る
に
、
惟
だ
金
森
美
・
膵
長
発
の
両
船
の
み
式
に
合
し
、

船
身
も
新
造
・
堅
固
・
寛
大
に
し
て
以
て
重
洋
を
駕
駿
す
る
に
堪
う
。
其
の

余
の
陳
茂
春
等
の
各
船
は
、
倶
に
式
に
合
せ
ず
、
或
い
は
歴
年
已
に
久
し
く

し
て
遠
く
波
涛
を
渉
る
に
堪
え
ず
、
或
い
は
船
身
短
促
に
し
て
毎
船
二
百
余

人
を
装
運
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
且
つ
製
造
も
異
式
な
れ
ば
、
夷
梢
、
駕
駿
す

や
す

る
に
穏
か
ら
ず
。
随
っ
て
預
め
選
ぴ
た
る
両
船
の
名
字
を
将
て
、
稟
も
て
福

み

ぎ

こ

と

た

だ

防
庁
に
叩
う
こ
と
案
に
在
り
。
前
の
因
は
、
未
だ
稟
も
て
伝
う
る
も
随
ち
に

皇
恩

・
憲
徳
を
荷
蒙
し
、
格
外
に
仁
を
施
さ
れ
、
銀
両
を
損
賞
せ
ら
る
。
錦
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天
使
将
次
来
間
転
吟
風
汎
届
期
即
可
開
駕
是
以
錦
等
先
期
帯
仝
熟
諸
夷
梢
前

赴
各
船
上
遍
行
隈
加
験
看
惟
金
森
美
辟
長
発
両
船
合
式
船
身
新
造
寛
大

堅
固
堪
以
駕
駿
重
洋
難
逃
洞
鑑
之
中
其
余
陳
茂
春
等
各
船
或
歴
年
已
久

撫
憲
大
人
勘
定
之
後
該
船
必
須
添
補
器
具
鯰
修
堅
固
尚
需
時
日
現
今

大
人
車
駕
親
臨
各
船
験
看
錦
等
感
激
無
地
但
封
舟
大
典
例
応
詳
明

具
稟
琉
球
国
接
封
大
夫
察
邦
錦
等
為
懇
恩
迅
賜
詳
請
勘
定
預
選
封
舟

〔
史
料
十
八
〕

以
便
該
船
鯰
補
堅
固
聴
候

天
使
乗
汎
開
洋
事
本
年
正
月
二
十
八
日
蒙

右
の
稟
は
海
防
•
福
州
府
・
間
県
・
布
政
司
・
撫
院
に
上
る

験
す
る
を
蒙
ら
ざ
れ
ば
、
誠
に
恐
る
、
期
に
臨
ん
で
周
章
せ
ん
こ
と
を
。
情
、

た
て
ま
つ

急
な
れ
ば
稟
を
上
る
に
、
藩
憲
大
人
の
河
下
に
親
臨
し
、
錦
等
を
帯
同
し

て
随
ち
に
験
す
る
を
荷
蒙
せ
り
。
感
激
、
地
無
し
。
本
よ
り
当
に
詳
請
し
て

大
憲
大
人
の
親
臨
し
て
覆
験
す
る
を
静
か
に
候
つ
べ
き
も
、
封
舟
開
駕
す
る

と
き
は
、
必
須
ず
夏
汎
瞬
届
に
将
に
臨
ら
ん
と
し
、
且
つ
封
舟
に
選
定
せ
し

船
は
、
必
須
ず
船
上
に
器
具
を
添
補
し
、
以
及
ぴ
舷
修
堅
固
な
ら
し
む
る
に

の

緑
り
、
尚
お
時
日
を
需
す
。
錦
等
、
冒
昧
を
描
ら
ず
、
情
を
泄
べ
、
稟
も
て

叩
う
、
大
憲
大
人
、
仰
い
で
は
封
襲
の
大
典
を
体
し
、
俯
し
て
は
遠
く
重
洋

を
渉
る
を
察
し
、
迅
や
か
に
親
臨
し
て
勘
定
す
る
を
賜
わ
り
、
以
て
該
船
鯰

補
堅
固
な
ら
し
め
、

汎
に
乗
じ
て
穏
や
か
に
開
洋
す
る
を
得
る
に
便
な
ら
し

む
る
を
恩
准
せ
ば
、
遠
人
、
徳
を
戴
く
こ
と
涯
り
靡
し
。
切
に
稟
す
。

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
大
夫
察
邦
錦
等
は
、
懇
わ
く
は
恩
も
て
迅
や
か

し
め
、

に
詳
請
を
賜
い
、
勘
定
し
て
預
め
封
舟
を
選
び
、
以
て
該
船
鯰
補
堅
固
な
ら

ま

天
使
、
汎
に
乗
じ
て
開
洋
す
る
を
聴
候
つ
に
便
な
ら
し
め
ん
が
事
の

み
ず

本
年
正
月
二
十
八
日
、
大
人
、
車
に
駕
り
、
親
か
ら
各
船
に
臨
み
、
験
看

す
る
を
蒙
る
。
錦
等
、
感
激
、
地
無
し
。
但
だ
、
封
舟
の
大
典
は
、
例
と
し

か

な

ら

て
応
に
詳
明
し
、
撫
憲
大
人
勘
定
の
後
、
該
船
は
必
須
ず
器
具
を
添
補
し
、

舷
修
堅
固
な
ら
し
む
べ
き
も
、
尚
お
時
日
を
需
す
。
現
今
、
天
使
、
将
次
に

う
た

間
に
来
た
ら
ん
と
す
る
に
、
転
た
風
汎
の
期
届
る
を
跨
る
。
即
ち
に
開
駕
す

ゅ
ぇ

べ
し
。
是
の
以
に
、
錦
等
、
期
に
先
ん
じ
て
熟
諸
の
夷
梢
を
帯
同
し
、
各
船

上
に
前
み
赴
き
、
遍
行
く
隈
々
験
看
を
加
う
る
に
、
惟
だ
金
森
美
・
辟
長
発

の
両
船
の
み
式
に
合
し
、
船
身
も
新
造
・
寛
大
・
堅
固
に
し
て
以
て
重
洋
を

駕
馳
す
る
に
堪
え
、
洞
鑑
の
中
よ
り
逃
れ
難
し
。
其
の
余
の
陳
茂
春
等
の
各

為
な
り
。

布
政
司 再

稟

切
稟

撫
憲
大
人
親
臨
裂
験
伴
得
該
船
鯰
補
堅
固
乗
汎
得
穏
開
洋
遠
人
項
祝
不
朽

船
詳
請

大
人
台
下
仰
体
封
襲
大
典
俯
察
遠
渉
重
洋
乞
准
選
定
金
森
美
癖
長
発
両

梢
不
穏
駕
駿
錦
等
罪
責
放
関
不
已
声
明
再
懇

不
堪
衝
風
敵
浪
或
船
身
短
小
毎
船
難
以
載
運
二
百
余
人
且
製
造
異
式
夷
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船
は
、
或
い
は
歴
年
已
に
久
し
く
、

風
を
衝
き
浪
に
敵
す
る
に
堪
え
ず
、
或

い
は
船
身
短
小
に
し
て
毎
船
以
て
二
百
余
人
を
載
運
し
難
し
。
且
つ
製
造
も

や
す

異
式
な
れ
ば
、
夷
梢
、
駕
駿
す
る
に
穏
か
ら
ず
。
錦
等
の
罪
責
の
関
る
依
な

れ
ば
、
已
む
を
え
ず
声
明
す
、
再
ぴ
懇
わ
く
は
、
大
人
台
下
、
仰
い
で
は
封

襲
の
大
典
な
る
を
体
し
、
俯
し
て
は
遠
く
重
洋
を
渉
る
を
察
し
、
乞
う
、
金

せ
ん
こ
と
を
詳
請
し
た
ま
い
、
該
船
を
し
て
舷
補
堅
固
な
ら
し
め
、
汎
に
乗

じ
て
穏
や
か
に
開
洋
す
る
を
得
し
む
れ
ば
、
遠
人
、
項
祝
す
る
こ
と
不
朽
な

〔
史
料
十
九
〕

大
人
台
下
結
得
南
台
河
下
有
金
森
美
膵
長
発
両
号
船
隻
倶
無
龍
骨
係
是
平

底
船
身
寛
大
堅
固
堪
以
選
為

甘
結
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
疾
邦
錦
は
、
今
、
大
人
台
下
に
在

い
て
結
び
得
た
り
。
南
台
河
下
に
金
森
美
・
膵
長
発
両
号
の
船
隻
有
り
。
倶

に
龍
骨
無
し
。
是
れ
平
底
に
係
る
。
船
身
寛
大
堅
固
に
し
て
以
て
選
び
て
冊

是
寒

欽
差
坐
駕
之
用
倫
或
臨
期
不
堪
以
及
在
洋
駕
駿
疎
虞
錦
願
甘
坐
罪
合
具
甘
結

夷
官
疾
邦
錦
に
諭
す
。

冊
封

日
期
具
報
伯
候
転
報
両
院
憲
査
考
檄
等
因
蒙
此
除
差
着
金
森
備
藉
長

具
甘
結
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
今
在

封
欽
差
坐
駕
の
用
と
為
す
に
堪
え
た
り
。
個
し
或
い
は
期
に
臨
ん
で
堪
え
ず
、

以
及
び
洋
に
在
り
て
駕
駿
疎
虞
す
れ
ば
、
錦
、
願
わ
く
は
、
甘
ん
じ
て
罪
に

坐
せ
ん
。
合
に
甘
結
を
具
す
。
是
れ
｛
是
な
り
。

〔
史
料
二
十
〕

布
政
使
司
景

欽
差
坐
駕
呈
請
選
封
備
用
等
情
会
同
査
明
堪
以
穏
渉
等
縁
由
奉
批
如
詳
准
将

金
森
美
辟
長
発
両
船
選
封
備
用
仰
即
勧
着
該
船
戸
詳
慎
修
理
取
具
興
工

冊
封

発
両
船
赴
緊
慎
修
取
具
興
工
日
期
具
報
井
将
前
選
茂
春
等
四
船
折
封
外

合
就
行
知
為
此
行
県
官
吏
即
便
遵
照
母
違
等
因
蒙
此
合
行
防
知
為
此
諭

仰
該
夷
官
察
邦
錦
即
便
知
照
母
違
特
諭

嘉
慶
十
三
年
二
月
二
十
五
日
諭

署
福
州
府
閤
県
正
堂
言
は
、
札
に
遊
い
詳
覆
せ
ん
が
事
の
為
な
り
。
嘉
炭

十
三
年
二
月
寸
九
日
前
海
防
分
府
張
が
憲
札
を
蒙
け
、
嘉
慶
十
三
年
二
月
十

再
び
布
政
司
に
稟
す

南
台
河
下
停
泊
有
金
森
美
辟
長
発
二
船
新
造
寛
大
堅
固
堪
為

ら
ん
。
切
に
稟
す
。

批
本
府
会
同
該
県
詳
覆
琉
球
国
接
封
大
夫
察
邦
錦
具
呈

前
海
防
分
府
張
憲
札
嘉
慶
十
三
年
二
月
十
九
日
蒙

署
福
州
府
間
県
正
堂
言

森
美
・
膵
長
発
の
両
船
を
選
定
す
る
を
准
し
、
撫
憲
大
人
に
親
臨
し
て
覆
験

諭
夷
官
察
邦
錦

為
遵
札
詳
覆
事
嘉
慶
十
三
年
二
月
十
九
日
蒙

-76 -



し
め
、

〔
史
料
二
十
一
〕

具
稟
琉
球
国
接

減
貨
物
以
憔
貧
窮
事
切
敗
国
蔽
爾
阪
土
遠
居
海
隅
夙
蒙

天
朝
一
視
同
仁
之
徳
進
貢
弗
悌
世
世
襲
爵
謹
守
藩
職
此
誠
天
高
地
厚
之
洪
恩

封
正
議
大
夫
察
邦
錦
為
稟
明
実
情
懇

恩
出
示
諭
知

海

防

布

政

司

撫

院

欽

差

両

位

右
稟
上

懇
求
出
示
以
減
貨
物
事

封
正
議
大
夫
疾
邦
錦

臣
民
感
激
即
国
主
亦
感
侃
鴻
慈
於
無
既
芙
切
稟

隻
圧
載
貨
物
毎
船
限
以
一
万
両
之
額
伴
得
安
頓
兵
役
粛
静
地
方
則
挙
国

と
あ
り
。
会
同
に
査
明
す
る
に
、

以
て
穏
渉
に
堪
う
等
の
縁
由
』
と
。
批
を

奉
け
た
る
に
『
詳
の
如
く
、
金
森
美
・
蘇
長
発
の
両
船
を
将
て
選
封
し
て
用

に
備
う
る
を
准
す
。
仰
い
で
即
ち
に
飾
し
、
該
船
戸
を
し
て
詳
慎
に
修
理
せ

工
を
興
す
の
日
期
を
取
具
し
て
具
報
せ
よ
。
初
お
両
院
憲
に
転
報
し

て
査
考
す
る
を
候
て
。
檄
せ
等
因
』
」
と
あ
り
。
此
を
蒙
け
た
れ
ば
、
金
森

美
・
蕗
長
発
の
両
船
に
差
着
し
て
赳
緊
に
慎
修
せ
し
め
、
エ
を
興
す
の
日
期

を
取
具
し
て
具
報
し
、
井
ぴ
に
前
に
選
ぴ
た
る
陳
茂
春
等
の
四
船
を
将
て
折

封
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に
就
ち
に
行
知
す
べ
し
。
此
が
為
に
県
の
官
吏
に

行
す
、
「
即
便
に
進
照
し
て
違
う
こ
と
母
か
ら
し
め
よ
等
因
」
と
。
此
を
蒙

け
た
れ
ば
、
合
に
勧
知
を
行
う
べ
し
。
此
が
為
に
諭
も
て
該
夷
官
疾
邦
錦
に

仰
ず
、
「
即
便
に
知
照
し
て
違
う
こ
と
母
か
れ
」
と
。
特
に
諭
す
。

嘉
慶
十
三
年
二
月
二
十
五
日
諭
す

上
憲
請
示
約
束
等
由
奉
此
錦
窃
想
敗
国
土
料
産
乏
貨
若
浮
多
銀
則
於
少

莫
何
拮
据
無
処
措
据
臨
時
誠
恐
随
封
人
等
籍
此
滋
事
反
累

欽
差
大
人
錦
故
以
先
行
稟
明
免
得
臨
時
周
章
但
乾
隆
二
十
一
年

冊
封
随
封
人
等
在
国
勒
買
不
遂
騒
動
不
法
及
至
帰
省

国
貧
窮
党
累

冊
封
所
帯
貨
物
亦
属
甚
多
因
而
稟
明
実
力
不
能
承
買
奈
堅
執
不
容
実
不
得
已

四
分
之
一
其
四
分
之
三
依
旧
帯
回
伏
乞
大
人
仰
体

皇
上
柔
遠
至
意
俯
察
敗
国
脊
乏
苦
情
迅
賜
先
発
告
示
厳
行
約
束
所
有
封
船
二

嘉
慶
十
三
年
五
月

日
具
稟
琉
球
国
接

勉
力
強
収
臣
民
男
女
金
銀
銅
替
及
銅
錫
器
皿
等
物
算
成
銀
両
方
能
買
得

天
朝
員
名
国
主
聞
知
深
痛
寝
食
不
安
又
査
康
煕
五
十
八
年

天
朝
厳
行
大
法
護
封
武
員
以
及
兵
役
数
名
被
罪
原
為
貨
物
以
起
禍
端
乃
因
散

封
典
応
用
物
件
此
次
接
貢
船
隻
到
間
応
即
稟
叩

坐
駕
と
為
す
に
堪
え
た
り
。
選
封
し
て
用
に
備
う
る
を
呈
請
さ
れ
た
し
等
情
〕

二
息
銀
共
計
二
万
四
千
両
其
余
六
千
両
以
為
備
弁

九
日
布
政
使
司
景
の
批
を
蒙
け
た
る
に
、
「
本
府
は
該
県
と
会
同
に
詳
覆
す

『
琉
球
国
接
封
大
夫
察
邦
錦
、
呈
を
具
す
に
〔
南
台
河
下
に
停
泊
せ
る
金
森

美
・
蕗
長
発
の
二
船
有
り
。
新
造
寛
大
に
し
て
堅
固
な
れ
ば
、
冊
封
欽
差
の

万
両
以
為
頭
号
船
評
価
銀
又
一
万
両
以
為
二
号
船
評
価
銀
初
照
前
例
加

没
且
柔
遠
駅
被
火
焚
焼
所
失
公
項
甚
属
過
多
今
僅
蓄
得
三
万
両
銀
内

也
這
番
錦
臨
行
之
時
奉
本
国
法
司
官
諭
令
奈
因
国
運
衰
微
貢
船
数
遭
漂
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一
万
両
は
以
て
二
号
船
の
評
価
銀
と
為
す
。
初
お
前

出
示
し
て
以
て
貨
物
を
減
ず
る
を
懇
求
す
る
事
。

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
は
、
実
情
を
稟
明
し
、
愁
わ

く
は
恩
も
て
諭
知
を
出
示
し
、
貨
物
を
減
じ
て
以
て
貧
窮
を
慎
い
た
ま
わ
ん

が
事
の
為
な
り
。
切
に
敗
国
は
最
爾
た
る
阪
土
に
し
て
遠
く
海
隅
に
居
る
。

夙
に
天
朝
一
視
同
仁
の
徳
を
蒙
り
、
進
貢
憚
ら
ず
、
世
々
爵
を
襲
ぎ
、
勤
ん

で
藩
職
を
守
る
。
此
れ
誠
に
天
の
ご
と
く
高
く
、
地
の
ご
と
く
厚
き
洪
恩
な

り
。
這
の
番
、
錦
、
行
に
臨
む
の
時
、
本
国
法
司
官
の
諭
令
を
奉
け
た
る
に
、

「
奈
ん
せ
ん
、
国
運
衰
微
し、

貢
船
は
数
々
漂
没
に
遭
い
、
且
つ
柔
遠
駅
は

火
を
被
り
て
焚
焼
す
る
に
因
り
、
失
う
所
の
公
項
は
、
甚
だ
過
多
に
属
す
。

今
、
僅
か
に
三
万
両
の
銀
を
蓄
え
得
た
る
も
、
内
一
万
両
は
以
て
頭
号
船
の

評
価
銀
と
為
し
、

又、

例
に
照
ら
し
て
二
息
の
銀
を
加
え
、
共
計
二
万
四
千
両
な
り
。
其
の
余
の
六

千
両
は
以
て
封
典
の
と
き
応
に
用
う
べ
き
物
件
を
備
弁
す
る
を
為
す
。
此
の

次
、
接
貢
船
隻
間
に
到
ら
ば
、
応
に
即
ち
に
稟
も
て
上
憲
に
約
束
（
制
限
）

を
請
示
す
る
を
叩
う
べ
し
等
由
」
と
。
此
を
奉
け
た
れ
ば
、
錦
、
窃
か
に
想

え
ら
く
、
散
国
は
土
痔
せ
、
産
乏
し
。
貨
、
若
し
浮
多
に
し
て
、
銀
、
則
ち

か少
く
る
に
於
て
は
、
何
ぞ
拮
据
す
る
こ
と
莫
か
ら
ん
や
。
処
と
し
て
措
掘
す

る
無
し
と
。
時
に
臨
ん
で
誠
に
恐
る
、
随
封
人
等
、
此
に
籍
り
て
事
を
滋
＜

し
、
反
っ
て
欽
差
大
人
に
累
あ
ら
ん
こ
と
を
。
錦
、
故
を
以
て
先
行
し
て
稟

明
し
、
時
に
臨
ん
で
周
章
す
る
を
免
か
れ
得
し
め
ん
。
但
だ
乾
隆
二
十
一
年

冊
封
の
と
き
、
随
封
人
等
、
国
に
在
り
て
勒
い
て
買
ら
ん
と
し
て
遂
げ
ず
、

騒
動
不
法
な
り
。
省
に
至
り
帰
る
に
及
ぴ
、

天
朝
厳
に
大
法
を
行
い
、
護
封

有

封
正
議
大
夫
察
邦
錦
為
乞
怜
小
国
苦
情

懇
求
酌
減
夫
役
事

右
の
稟
は
、
海
防
、
布
政
司
、
撫
院
、
欽
差
両
位
に
上
る

稟
す
。

日
稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦

お

よ

の
武
員
以
及
ぴ
兵
役
数
名
は
罪
せ
ら
る
。
原
よ
り
貨
物
以
て
起
禍
の
端
と
為

る
。
乃
ち
散
国
貧
窮
な
る
に
因
り
、
党
に
天
朝
の
員
名
に
累
あ
る
な
り
。
国

主
、
聞
知
し
深
く
痛
み
、
寝
食
安
ん
ぜ
ず
。
又
、
査
す
る
に
康
熙
五
十
八
年

冊
封
の
と
き
、
帯
ぶ
る
所
の
貨
物
も
亦
た
甚
だ
多
き
に
属
す
。
因
り
て
稟
明

す
、
実
力
に
承
買
す
る
能
わ
ず
と
。
奈
ん
せ
ん
、
堅
く
執
り
て
容
れ
ず
。
実

に
已
む
を
得
ず
勉
力
し
て
強
い
て
臣
民
の
男
女
の
金
銀
銅
の
替
及
ぴ
銅
錫
の

は
じ

器
皿
等
の
物
を
収
め
、
銀
両
を
算
成
し
て
、
方
め
て
能
く
四
分
の
一
を
買
得

か
え

し
、
其
の
四
分
の
三
は
旧
に
依
り
て
帯
び
回
ら
し
む
。
伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、

大
人
、
仰
い
で
は
皇
上
柔
遠
の
至
意
を
体
し
、
俯
し
て
は
散
国
脊
乏
の
苦
情

を
察
せ
ら
れ
、
迅
や
か
に
先
き
に
告
示
を
発
す
る
を
賜
い
て
厳
に
約
束
（
制

み

ぎ

限
）
を
行
い
、
所
有
の
封
船
二
隻
の
圧
載
の
貨
物
は
毎
船
限
る
に
一
万
両
の

額
を
以
て
し
、
兵
役
を
安
頓
し
、

ち
挙
国
臣
民
感
激
し
、

嘉
魔
十
三
年
五
月

〔
史
料
二
十
二
〕

具
稟
琉
球
国
接

地
方
を
粛
静
な
ら
し
む
る
を
得
れ
ば
、
則

即
ち
国
主
も
亦
た
鴻
慈
を
無
既
に
感
侃
せ
ん
。

切
に

恩
准
酌
減
夫
役
以
懺
窮
邦
以
粛
安
静
事
切
本
国
僻
処
弾
丸
出
産
無
幾
凡
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役
伴
小
邦
得
以
安
静
挙
国
臣
民
卿
恩
不
朽
切
稟

大
人
台
下
仰
体
柔
遠
至
意
俯
察
窮
国
追
遭

恩
准
体
照
前
例
酌
減
随
封
夫

夫
役
之
中
似
可
遂
減
不
描
冒
昧
漉
情
稟
叩

封
在
前
不
意
遇
災
両
次
在
後
誠
恐
臨
時
拮
据
力
不
従
心
難
免
失
礼
之
思
錦
思

天
使
随
封
員
伴
例
有
定
数
不
敢
請
減
而
船
上
応
用
舵
梢
亦
不
可
欠
惟
有

供
給
之
繁
奈
敗
国
主
請

冊
封
所
有
随
封
員
弁
兵
役
併
匠
作
船
梢
共
計
四
百
五
十
七
員
名
至

来
接

議
大
夫
梁
邦
弼
請

封
得
明

封
歴
届
遵
行
在
案
緑
自

嗣
位
三
年
又
逝
兼
以
嘉
慶
七
年
進

漂
失
台
湾
寸
板
無
存
至
嘉
疫
九
年
柔
遠
駅
被
火
焚
焼
貨
物
尽
失
似
此
歴

封
但
因
国
運
衰
新
主
必
須
請

天
朝
洪
福
気
運
更
新
所
以
挙
国
臣
民
尽
行
勉
力
急
公
於
嘉
慶
十
一
年
特
遣
正

封
前
来
不
料
是
冬
二
号
船
又
漂
失
彰
湖
地
方
寸
板
無
存
至
十
二
年
特
遣
錦
前

封
船
隻
又
漂
至
海
壇
地
方
失
破
船
貨
倶
没
官
伴
水
梢
滝
斃
六
十
三
人
幸
蒙

皇
恩
憲
徳
捐
賞
銀
両
感
激
不
勝
但
査
乾
隆
二
十
一
年
間

嘉
慶
五
年

冊
封
所
有
随
封
人
数
算
至
四
百
九
十
九
員
名
之
多
但
例
撥
随
封
人
数
何
敢
辞

貢
両
船
倶
失
頭
号
全
船
覆
没
二
号

嘉
艇
十
三
年
五
月

日
具
稟
琉
球
国
接

夫
役
を
酌
減
す
る
を
懇
求
す
る
の
事

稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
は
、

夫
役
を
酌
減
す
る
を
恩
准
せ
ら
れ
、

う
る
を
乞
わ
ん
が
事
の
為
な
り
。

切
に
本
国
は
弾
丸
に
僻
処
し
、
出
産
幾
ば
く
も
無
し
。
凡
そ
冊
封
の
大
典

か

な

ら

は

じ

有
る
と
き
は
、
必
須
ず
数
年
の
賦
税
を
蓄
積
し
て
方
め
て
敢
え
て
前
来
し
て

封
を
請
う
。
歴
届
遵
行
す
る
こ
と
案
に
在
り
。
尚
温
王
、
位
を
嗣
い
で
よ
り

未
だ
七
載
に
及
ば
ざ
る
に
、

位
を
嗣
ぐ
も
、
三
年
に
し
て
又
逝
き
、
兼
ね
て
以
て
嘉
慶
七
年
の
進
貢
両
船

は
倶
に
失
し
、
頭
号
は
全
船
覆
没
し
、
二
号
は
台
湾
に
漂
失
し
て
寸
板
も
存

す
る
も
の
無
し
。
嘉
慶
九
年
に
至
り
て
は
、
柔
遠
駅
火
を
被
り
て
焚
焼
し
、

こ
と

貨
物
尽
く
失
う
。
此
の
似
く
歴
歳
迪
遭
免
か
れ
難
く
、
倉
庫
窮
乏
す
る
に
縁

な
ん

り
、
笑
ぞ
敢
え
て
遠
か
に
請
封
を
行
わ
ん
や
。
但
だ
国
運
衰
え
る
と
き
は
、

新
主
は
必
須
ず
封
を
請
い
、
天
朝
の
洪
福
を
明
う
す
る
を
得
て
、
気
運
更
新

ゆ

え

こ
と
こ
と

し
、
所
以
に
挙
国
臣
民
尽
行
く
急
公
に
勉
力
す
る
に
因
り
、
嘉
慶
十
一
年
特

に
正
議
大
夫
梁
邦
弼
を
逍
わ
し
、
請
封
前
来
せ
し
む
る
に
、
料
ら
ず
も
是
の

冬
二
号
船
は
又
彰
湖
地
方
に
漂
失
し
、

り
、
特
に
錦
を
造
わ
し
、
前
来
し
て
封
を
接
せ
し
む
る
に
、
船
隻
、

歳
池
遭
難
免
倉
庫
窮
乏
笑
敢
遠
行
請

海

防

布

政

司

撫

院

欽

差

両

位

尚
温
王
嗣
位
未
及
七
載
即
斃
世
子
尚
成
五
齢
幼
主

右
稟
上

冊
封
大
典
必
須
蓄
積
数
年
賦
税
方
敢
前
来
請

封
正
議
大
夫
祭
邦
錦

以
て
窮
邦
を
憧
み
、

小
国
の
苦
情
を
怜
み
、う

や
ま

以
て
安
静
を
粛

即
ち
斃
じ
、
世
子
尚
成
は
五
齢
の
幼
主
に
し
て

寸
板
も
存
す
る
無
し
。
十
二
年
に
至

又
海
壇
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琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
為
乞
憧
外
夷
人
地
生
疎
恩
准
飾
朋
撥

右
の
稟
は
、
海
防
、
布
政
司
、
撫
院
、
欽
差
両
位
に
上
る

日
稟
を
具
す
。
琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦

地
方
に
漂
至
し
、
失
破
し
て
船
貨
倶
に
没
し
、
官
伴
•
水
梢
の
滝
斃
す
る
も

の
六
十
三
人
な
り
。
幸
い
に
皇
恩
憲
徳
を
蒙
り
、
銀
両
を
捐
賞
せ
ら
れ
、
感

激
勝
え
ず
。
但
だ
査
す
る
に
、
乾
隆
二
十
一
年
間
、
冊
封
の
と
き
、
所
有
の

随
封
の
員
弁
・
兵
役
併
び
に
匠
作
・
船
梢
は
共
計
四
百
五
十
七
員
名
な
り
。

嘉
慶
五
年
の
冊
封
に
至
り
て
は
、
所
有
の
随
封
人
の
数
は
、
算
す
る
に
四
百

九
十
九
員
名
の
多
き
に
至
る
。
但
だ
例
と
し
て
撥
す
る
随
封
人
の
数
な
れ
ば
、

い
か

何
ぞ
敢
え
て
供
給
の
繁
き
を
辞
せ
ん
や
。
奈
ん
せ
ん
、
散
国
主
、
封
を
請
う

に
、
前
に
在
り
て
は
不
意
に
災
に
遇
う
こ
と
両
次
、
後
に
在
り
て
は
誠
に
恐

る
、
時
に
臨
ん
で
拮
据
し
、
力
、

れ
難
か
ら
ん
こ
と
を
。
錦
、

挙
国
臣
民
、

嘉
慶
十
三
年
五
月

〔
史
料
二
十
三
〕

心
に
従
わ
ず
、
礼
を
失
す
る
の
思
を
免
か

思
う
に
天
使
随
封
の
員
伴
は
、
例
と
し
て
定
数

有
り
。
敢
え
て
減
ず
る
を
請
わ
ず
、

而
し
て
船
上
応
に
用
う
べ
き
舵
梢
も
亦

こ
と

た
欠
く
べ
か
ら
ず
。
惟
だ
夫
役
の
中
に
は
激
減
す
べ
き
が
似
き
も
の
有
ら
ん
。

冒
昧
を
描
ら
ず
、
情
を
泄
べ
、
稟
も
て
明
う
ら
く
は
、
大
人
台
下
、
仰
い
で

は
柔
遠
の
至
意
を
体
し
、
俯
し
て
は
窮
国
の
迪
遭
を
察
し
、
前
例
に
体
照
し

て
随
封
の
夫
役
を
酌
減
し
、
小
邦
を
し
て
以
て
安
静
を
得
る
を
恩
准
せ
ば
、

恩
を
卿
す
る
こ
と
不
朽
な
り
。
切
に
稟
す
。

懇
求
勧
水
口
駅
撥
給
人
夫
船
隻
糧
食
事

な
り
。

給
人
夫
船
隻
糧
食
以
便
進
令
往
接

奉
王
世
孫
命
来
間
恭
接

天
使
事
切
錦

冊
封
天
使
例
応
進
候

給
批
前
往
前
途
迎
接
但
散
国
自
納
款

大
人

仁
憲

天
朝
以
来
皆
係
由
海
而
至
従
無
旱
路
到
間
是
以
歴
次
進

貢
往
京
併
各
省
逓

送
漂
風
難
夷
到
間
向
蒙
筋
県
備
弁
人
夫
船
隻
口
根
等
項
此
番
錦
船
隻
遭

風
漂
収
海
壇
地
方
先
行
由
旱
進
館
亦
蒙
照
例
弁
応
此
皆
深
沐

皇
恩
憲
徳
下
憧
外
夷
之
至
意
也
錦
此
番
恭
接

天
使
前
往
水
口
将
次
起
行
不
已
泄
情
叩
懇

恩
准
迅
賜
勧
行
前
途
駈
貼
僧
備
船
隻
人
夫
根
食
併
賜
発
護
照
伴
外

大
人

大
老
爺

夷
得
以
穏
往
感
激
無
涯
切
稟

琉
球
国
接
封
正
議
大
夫
察
邦
錦
は
、
外
夷
は
人
も
地
も
生
疎
な
る
を
憔
み
、

閉
に
筋
し
て
人
夫
・
船
隻
．
糧
食
を
撥
給
す
る
を
恩
准
せ
ら
れ

r

以
て
令
に

遵
い
、
往
き
て
天
使
を
接
す
る
に
便
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
乞
わ
ん
が
事
の
為

切
に
錦
は
、

王
世
孫
の
命
を
奉
け
て
来
間
し
、
恭
し
く
冊
封
の
天
使
を
接

大
人

す
。
例
と
し
て
応
に
の
給
せ
ら
れ
た
る
批
に
遵
候
し
、
前
み
往
き
て
前

仁
憲

途
に
迎
接
す
べ
し
。
但
だ
散
国
は
款
を
天
朝
に
納
れ
て
よ
り
以
来
、
皆
、
海

水
口
駅
に
勧
し
て
人
夫
・
船
隻
・
糧
食
を
撥
給
す
る
を
懇
求
す
る
事

海

防

布

政

司

右
稟
上
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崇
封
格
恭
効
順
此
届
恭
迎

冊
封
天
使
船
隻
航
海
遠
来
因
在
洋
遭
風
於
嘉
慶
十
二
年
十
月
二
十
五
日
漂
至

（
筏
門
力
）

口
口
洋
面
撞
礁
撃
砕
滝
斃
官
伴
人
等
六
十
三
名
井
内
地
舵
エ
一
名
業
経

貴
国
海
東
宣
化
任
重
分
藩
世
受

照
会
事
照
得

兵
部
侍
郎
兼
都
察
院
右
副
都
御
史
巡
撫
福
建
等
処
地
方
提
督
軍
務
張

為 ゆ
え

よ
り
し
て
至
る
に
係
る
。
従
り
て
旱
路
よ
り
間
に
到
る
こ
と
無
し
。
是
の
以

に
歴
次
貢
を
進
め
て
京
に
往
き
併
び
に
各
省
漂
風
の
難
夷
を
逓
送
し
て
間
に

到
る
と
き
は
、
向
に
は
県
に
防
し
て
人
夫
・
船
隻
・
ロ
根
等
の
項
を
備
弁
せ

し
む
る
を
蒙
る
。
此
の
番
、
錦
が
船
隻
風
に
遭
い
、
海
壇
地
方
に
漂
収
し
、

先
行
し
て
旱
よ
り
館
に
進
む
と
き
も
亦
た
例
に
照
ら
し
て
弁
応
せ
し
む
る
を

蒙
る
。
此
れ
、

皆
、
深
く
皇
恩
・
憲
徳
に
沐
す
る
は
、
下
は
外
夷
を
憔
む
の

至
意
な
り
。
錦
、
此
の
番
、
恭
し
く
天
使
を
接
せ
ん
と
し
て
水
口
に
前
み
往

く
。
将
次
に
行
を
起
さ
ん
と
す
。
已
む
を
え
ず
情
を
泄
べ
、
叩
懇
す
ら
く
、

、
迅
や
か
に
前
途
の
駈
貼
に
勧
行
し
て
船
隻
・
人
夫
・
根
食
を
偏
備

大
人

大
老
爺

す
る
を
賜
い
、
併
び
に
護
照
を
給
発
し
、
外
夷
を
し
て
以
て
穏
や
か
に
往
く

を
得
し
む
る
を
賜
う
を
恩
准
せ
ば
、
感
激
、
涯
り
無
し
。
切
に
稟
す
。

〔
史
料
二
十
四
〕

兵
部
尚
書
兼
都
察
院
右
都
御
史
総
督
福
建
浙
江
等
処
地
方
軍
務
兼
理
糧
餡
塩
課
阿

右
の
稟
は
海
防
・
布
政
司
に
上
る

右
照
会

頒
賞
以
副

堂

本
部
｛
元
飾
令
地
方
官
先
将
榜
救
得
生
使
臣
官
伴
人
等
護
送
来
省
給
与
衣

＂ 

履
口
糧
安
頓
館
駅
井
派
委
明
幹
妥
員
榜
獲
屍
身
三
十
七
具
立
碑
標
記
恭

費
又
賞
銀
五
百
両
交
貴
国
使
臣
帯
回
分
給
滝
斃
各
官
伴
家
属
承
領
以
示

診
慎
嗣
拠
使
臣
察
邦
錦
等
稟
称

貴
国
王
世
孫
有
発
交
銀
五
千
両
令
伊
等
帯
至
内
地
製
弁
迎
接

冊
封
天
使
備
用
各
物
因
船
隻
撃
砕
銀
両
沈
失
懇
求
借
給
以
資
購
弁
侯
下
次
進

堂

貢
船
隻
来
間
再
行
帯
還
等
情
又
経
本
部
｛
元
奏
蒙

＂ 

大
皇
帝
照
数
賞
銀
五
千
両

加
恩
免
其
檄
還
荷

日

皇
恩
之
棚
畳
憲
欽
戴
以
同
深
臨
乗
該
使
臣
等
回
国
相
応
照
会
為
此
照
会

貴
国
王
世
孫
請
煩
査
照
将
備
弁
物
件
銀
五
千
両
欽
遵

諭
旨
母
庸
檄
還
井
将
該
使
臣
等
帯
去
銀
五
百
両
伝
到
滝
斃
官
伴
各
家
属
分
別

大
皇
帝
懐
柔
体
憔
優
加
無
已
之
至
意
海
天
在
望
遥
維
履
候
緩
佳
須
至
照
会
者

中
山
国
王
世
孫
尚

嘉
慶
十
三
年
五
月

兵
部
尚
書
兼
都
察
院
右
都
御
史
総
督
福
建
浙
江
等
処
地
方
軍
務
兼
理
糧
飼

大
皇
帝
諭
令
将
口
糧
棉
布
等
項
加
倍
賞
給
井
賞
銀
一
千
両
以
作
侃
船
回
国
之

奏
仰
蒙

摺
具
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1-

塩
課
阿
、
兵
部
侍
郎
兼
都
察
院
右
副
都
御
史
巡
撫
福
建
等
処
地
方
提
督
軍
務

張
は
、
照
会
の
事
の
為
な
り
。
照
得
す
る
に
、
貴
国
は
海
東
に
化
を
宣
べ
、

つ
つ
し

任
重
し
。
藩
を
分
ち
世
々
崇
封
を
受
け
、
格
恭
ん
で
順
を
効
す
。
此
の
届
、

恭
し
く
冊
封
の
天
使
を
迎
う
る
の
船
隻
、
海
を
航
し
て
遠
来
す
。
洋
に
在
り

て
風
に
遭
う
に
因
り
、
嘉
慶
十
二
年
十
月
二
十
五
日
に
於
い
て
鐘
門
洋
面
に

漂
至
し
、
礁
を
撞
き
て
撃
砕
し
、
官
伴
人
等
六
十
三
名
井
ぴ
に
内
地
の
舵
工

す

で

堂

一
名
を
滝
斃
す
。
業
経
に
本
部
｛
元
地
方
官
に
筋
令
し
、
先
ず
榜
救
し
て
生
く

"＂r
 

る
を
得
た
る
使
臣
・
官
伴
人
等
を
将
て
護
送
し
て
省
に
来
た
ら
し
め
、
衣

履
・
ロ
糧
を
給
与
し
て
館
駅
に
安
頓
せ
し
め
、
井
び
に
明
幹
な
る
妥
員
を
派

委
し
、
屍
身
三
十
七
具
を
榜
獲
し
て
碑
を
立
て
て
標
記
し
、
恭
し
く
摺
も
て

具
奏
す
。
仰
い
で
大
皇
帝
の
諭
令
を
蒙
け
た
る
に

「
口
糧
・
棉
布
等
の
項
を

将
て
加
倍
に
賞
給
し
、
井
び
に
銀
一
千
両
を
賞
し
て
以
て
船
を
備
い
て
回
国

な

す
る
の
費
と
作
し
、
又
、
銀
五
百
両
を
賞
し
て
貴
国
使
臣
に
交
し
、
帯
回
し

て
滝
斃
せ
る
各
官
伴
の
家
属
に
分
給
し
て
承
領
せ
し
め
、
以
て
診
憔
を
示
す

べ
し
」
と
あ
り
。
嗣
い
で
使
臣
察
邦
錦
等
の
稟
称
に
拠
れ
ば

「貴
国
王
世
孫
、

か
れ

銀
五
千
両
を
発
交
し
、
伊
等
を
し
て
内
地
に
帯
び
至
ら
し
め
、
冊
封
の
天
使

を
迎
接
す
る
の
と
き
、
備
用
の
各
物
を
製
弁
せ
し
む
る
こ
と
有
り
。
船
隻
撃

砕
し
、
銀
両
沈
失
す
る
に
因
り
、
懇
求
わ
く
は
、
借
給
し
て
以
て
購
弁
に
資

し
、
下
次
の
進
貢
船
隻
の
来
問
す
る
を
侯
ち
て
再
び
帯
還
を
行
わ
ん
等
情
」

す

で

堂

ぅ

け

た

ま

わ

と
あ
り
。
又
、
経
に
本
部
奏
す
。
蒙
る
に
、
大
皇
帝
よ
り
、
数
に
照

院

ら
し
て
銀
五
千
両
を
賞
し
、
恩
を
加
え
て
其
の
檄
還
を
免
ぜ
よ
、
と
あ
り
。

皇
恩
を
荷
る
こ
と
之
れ
棚
畳
、
憲
に
欽
戴
以
て
同
に
深
し
。
奴
に
該
使
臣
等

奏
為
捐
賞
琉
球
船
隻
遭
風
沈
失
該
国
王
世
孫
銀
両
以
広

皇
仁
仰
祈

総
督
臣
阿

脆

上
諭
一
道
欽
此
欽
遵
抄
出
到
部
相
応
抄
録
原
奏
移
杏
間
浙
総
督
可
也
計
連
単

の
回
国
す
る
に
乗
じ
、
相
い
応
に
照
会
す
べ
し
。
此
が
為
に
貴
国
王
世
孫
に

ね

が

照
会
す
。
請
煩
わ
く
は
、
査
照
し
て
、
物
件
を
備
弁
す
る
の
銀
五
千
両
を
将

も
ち

て
諭
旨
に
欽
遵
し
て
檄
還
を
庸
う
る
こ
と
母
く
、
井
び
に
該
使
臣
等
帯
去
の

銀
五
百
両
を
将
て
、
滝
斃
せ
る
官
伴
の
各
家
属
に
伝
到
し
、
分
別
に
頒
賞
し

あ
っ

て
以
て
大
皇
帝
の
懐
柔
体
憧
す
る
こ
と
優
く
加
え
て
已
む
無
き
の
至
意
に
副

は
る

わ
し
む
。
海
天
望
か
に
在
り
。
遥
か
に
維
れ
綬
佳
な
る
を
履
候
す
。
須
ら
く

嘉
慶
十
三
年
五
月

〔
史
料
二
十
五
〕

兼
署
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
為
知
照
事
嘉
慶
十
三
年
二
月
二
十
七
日

総
督
部
堂
阿

嘉
慶
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
内
閣
抄
出
間
浙
総
督
阿

奏
為
捐
賞
琉
球
船
隻
遭
風
沈
失
該
国
王
世
孫
銀
両
一
摺
本
月
十
九
日
奉

一
紙
等
因
又
於
二
月
二
十
三
日
准

戸
部
杏
同
前
囚
各
到
本
部
堂
准
此
擬
合
就
行
備
箭
行
司
即
便
移
行
欽
遵

弁
理
母
違
計
粘
単
内
開
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
内
閣
抄
出
間
浙

福
建
巡
撫
臣
張

憲
箭
嘉
慶
十
三
年
二
月
十
五
日
准
礼
部
杏
主
客
司
案
呈

奉

日

右
は
中
山
国
王
世
孫
尚
に
照
会
す

照
会
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

福
建
巡
撫
張
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大
皇
帝
厚
賞
口
根
等
項
又
請

吉
目

二一

1"
到
該
夷
官
当
面
訳
訊
拠
供
向
来
該
国
夷
船
来
問
倶
有
随
帯
土
産
乗
便
貿

天
朝
俄
注
未
便
欠
惧
今
銀
両
在
洋
沈
失
自
当
敬
体

冊
封
臣
到
国
発
交
銀
五
千
両
赴
問
置
弁
物
件
自
属
寒
情
且
有
関
敬
奉

聖
鑑
事
窃
照
琉
球
国
接

貢
船
隻
在
洋
遭
風
漂
至
海
壇
之
観
音
澳
口
不
候
兵
船
迎
護
旋
即
自
行
開
駕

将
接
護
遅
延
及
欄
阻
不
力
之
地
方
文
武
拠
寒
参

奏
在
案
銅
拠
委
員
候
補
道
渇
繋
督
同
平
渾
庁
営
将
榜
獲
箱
匝
五
十
九
件
並

榜
救
得
生
之
夷
人
三
十
名
護
送
来
省
同
先
由
観
音
澳
携
帯
物
件
二
十
余

拾
赴
岸
到
省
之
夷
官
等
十
二
人
一
体
安
頓
館
駅
宣
布

皇
恩
賞
給
口
根
衣
履
等
項
伴
無
失
所
姦
拠
該
夷
官
察
邦
錦
等
稟
称
此
次
船
隻

遭
風
撃
砕
仰
蒙

憫
念
難
夷
厚
加
賞
憧
生
死
均
感
船
内
所
載
土
産
飽
魚
海
参
等
物
及
南
山

北
各
島
附
搭
箇
買
貨
物
銀
二
万
両
均
已
漂
没
無
存
惟
内
有
本
国
王
世
孫

発
銀
五
千
両
置
弁
迎
接

冊
封
天
使
備
用
各
物
今
一
併
沈
没
不
能
買
備
回
国
恐
有
獲
咎
懇
求
酌
醤
借
給

倖
得
買
弁
物
件
等
情
臣
等
因
備
弁

冊
封
天
使
応
用
何
物
未
拠
明
白
声
叙
随
飾
藩
司
景
督
同
海
防
同
知
張
采
五
伝

易
並
南
山
北
各
島
附
搭
銀
両
置
買
貨
物
此
次
船
内
銀
貨
漂
没
無
存
｛
是
係

夷
人
等
貪
超
一
時
順
風
承
行
開
駕
以
致
梓
遇
風
災
已
蒙
多
方
榜
救
並
奏

賞
給
侃
船
之
資
如
此
体
憧
遠
人
無
微
不
到
皆

天
相
格
外
恩
施
夷
人
等
不
勝
感
戴
至
本
国
王
世
孫
発
銀
五
千
両
係
因

天
朝
又
国
主
王
妃
脆
迎

詔
勅
応
製
蛹
錦
紬
緞
各
衣
料
及
一
切
地
艇
灯
採
磁
器
盤
碗
井
預
備
薬
材
等
物

本
国
均
無
出
産
必
須
由
内
地
購
買
今
此
項
銀
両
沈
失
無
従
置
弁
恐
致
胎

恨
獲
咎
是
以
夷
人
等
呈
懇
借
給
銀
五
千
両
以
資
購
備
回
国
侯
下
次
進
貢

船
隻
来
間
再
請
本
国
王
措
還
並
無
別
意
只
求
転
懇
如
数
借
給
就
油
恩
了

等
語
臣
等
査
向
来
琉
球
夷
船
遭
風
漂
没
銀
物
除
分
別
撫
懺
之
処
従
無
借

給
銀
両
之
例
嘉
慶
八
年
該
国
二
号

貢
船
在
台
湾
遭
風
漂
失
銀
二
万
両
十
一
年
該
国
二
号

貢
船
在
彰
湖
沖
礁
沈
失
銀
二
万
五
千
両
均
無
賞
借
此
次
船
隻
撃
砕
該
夷
人

附
帯
南
北
山
銀
両
貨
物
沈
失
已
照
向
例
加
倍
撫
憧
無
庸
男
議
外
惟
該
国

王
世
孫
因
来
年
有

皇
仁
代
器
接
済
臣
等
公
同
商
酌
擬
将
該
国
王
世
孫
所
交
銀
五
千
両
照
数
捐
賞

免
其
檄
還
伴
該
夷
人
官
等
得
以
匹
備
回
国
初
侯
奉
到

諭
旨
臣
等
照
会
該
国
王
世
孫
遊
照
以
仰
副

聖
主
懐
柔
遠
人
有
加
無
已
之
至
意
再
査
該
国

貢
使
業
已
進
京
尚
有
同
来
之
官
伴
人
等
初
用
原
船
先
行
回
国
業
経
給
杏
登

舟
因
風
吼
未
順
尚
未
放
洋
姦
拠
該
夷
官
等
稟
請
暫
行
調
回
来
春
再
令
開

在
鐘
門
洋
面
撃
砕
滝
斃
人
口
経
臣
等
派
委
大
員
馳
往
榜
救
従
厚
撫
憧
並

龍
旗

御
扇
各
骰
使
敬
奉

冊
封
天
使
到
国
応
備
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貢
船
隻
在
洋
遭
風
漂
至
鐘
門
洋
面
撞
礁
撃
砕
滝
斃
人
口
沈
失
貨
物
仰
蒙

得
本
国
接

合
併
移
知
為
此
備
杏
貴
国
王
世
孫
請
煩
査
照
施
行
【
等
因
到
国
准
此
査

撫
憲
批
准
即
自
十
二
年
十
月
初
七
日
起
接
支
給
領
在
案
姦
当
遣
発
之
期

駅
前
拠
該
夷
官
稟
請
接
支
口
根
業
経
詳
奉

貢
官
伴
梁
淵
等
係
上
年
十
日
初
六
日
離
駅
登
舟
至
十
一
月
二
十
日
吊
回
館

解
等
情
臣
等
査
現
値
冬
令
風
訊
思
期
難
以
駕
駿
出
洋
自
応
俯
如
所
請
准

妹
批
男
有
旨
欽
此
本
日
奉

以
資
購
備
自
応
加
之
体
憔
量
予
恩
施
所
有
該
国
沈
失
銀
五
千
両
著
加
恩

賞
給
庫
項
銀
二
千
五
百
両
其
余
銀
二
千
五
百
両
准
該
省
督
撫
司
道
大
員

損
資
発
給
均
免
其
檄
還
用
示
懐
柔
至
意
余
着
照
所
請
行
該
部
知
道
欽
此

天
使
物
件
又
査
頭
号

貢
船
都
通
事
梁
淵
等
已
雖
離
駅
登
舟
現
値
冬
令
難
以
駕
駿
回
国
更
蒙
吊
回

館
駅
接
支
口
根
侯
侯
風
順
伴
以
回
国
此
誠

浩
恩
憲
得
感
激
無
地
理
合
杏
謝
為
此
備
杏

(
3
)
 

貴
司
請
煩
転
謝
施
行
】
須
至
杏
者

琉
球
国
中
山
王
世
孫
尚

嘉
慶
十
三
年
五
月

兼
署
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
は
知
照
の
事
の
為
な
り
。
嘉
慶
十
三
年
ニ

う
け
と

月
二
十
七
日
、
奉
り
た
る
総
督
部
堂
阿
の
憲
箭
に
「
嘉
慶
十
三
年
二
月
十

五
日
礼
部
の
杏
を
准
く
。
主
客
司
の
案
呈
に
『
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
二
十
二

日
、
内
閣
に
て
抄
出
す
。
間
浙
総
督
阿
•
福
建
巡
撫
張
、
琉
球
船
隻
風
に
遭

一
摺
は
、
本
月
十
九
日
上
諭
一
道
を
奉
り
た
る
に
、
此
を
欽
め
よ
、
と
あ
り
。

欽
遵
し
て
抄
出
し
て
部
に
到
る
。
相
い
応
に
原
奏
を
抄
録
し
て
間
浙
総
督
に

移
杏
し
て
可
な
る
べ
し
。
計
る
に
、
単
一
紙
を
連
ぬ
等
因
』
と
あ
り
。
又
、

み

ぎ

こ

と

二
月
二
十
三
日
に
於
い
て
戸
部
の
次
口
を
准
け
た
る
に
、
前
の
因
に
同
じ
、
と

ま
さ

あ
り
。
各
々
本
部
堂
に
到
る
。
此
を
准
け
た
れ
ば
、
合
に
就
行
ち
に
筍
を
備

お
く

え
て
司
に
行
ら
ん
と
す
。
即
便
ち
に
移
行
し
、
欽
遵
し
て
弁
理
し
、
違
う
こ

等
因
奉
此
査
摘
回
頭
号
船
進

い
て
沈
失
せ
る
該
国
王
世
孫
の
銀
両
を
捐
賞
す
る
こ
と
を
為
す
を
奏
す
る
の

件
儀
制
放
関
今
因
船
隻
在
洋
遭
風
此
項
銀
両
漂
失
該
夷
官
等
呈
懇
借
給

世
孫
因
来
年
有
冊
封
使
臣
到
国
発
交
夷
官
銀
五
千
両
備
弁
迎
接
応
用
物

上
諭
阿
等
奏
請
捐
賞
琉
球
船
隻
遭
風
沈
失
該
国
王
世
孫
銀
両
一
摺
該
国
王

日

皇
上
容
鑑
訓
示
謹

奏
十
九
日
奉

右

杏

奏
伏
乞

聞
所
有
臣
等
酌
誇
弁
理
各
緑
由
謹
合
詞
恭
摺
具

封
官
伴
一
体
附
搭
回
国
較
為
両
便
理
合
一
併
奏

菜
侯
来
春
風
順
或
随
接

其
将
船
隻
調
回
官
伴
貨
物
搬
進
館
駅
俯
自
応
回
館
之
日
起
支
給
口
根
塩

題
生
者
加
賞
死
者
加
憧
併
発
給
銀
両
伴
得
買
弁
款
待

列
憲
憫
念
難
夷
代
為
具
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今、 魚
•
海
参
等
の
物
及
ぴ
南
山
北
各
島
附
搭
し
て
貨
物
を
置
買
す
る
の
銀
二
万

に
夷
人
等
呈
懇
す
、
銀
五
千
両
を
借
給
し
て
以
て
資
し
て
購
備
回
国
し
、
下

か
ら
し
む
。
姦
に
該
夷
官
察
邦
錦
等
の
稟
称
に
拠
れ
ば

き
、
応
に
製
す
べ
き
の
師
錦
・
紬
緞
の
各
衣
料
及
ぴ
一
切
の
地
祇
．
灯
緩

、
わ

と
母
か
れ
」
と
あ
り
。
計
る
に
、
粘
単
あ
り
。
内
に
開
く
「
嘉
慶
十
二
年
十

二
月
二
十
一
日
内
閣
に
て
抄
出
す
。
間
浙
総
督
臣
阿
•
福
建
巡
撫
臣
張
、
跳

し
て
奏
す
。

『琉
球
船
隻
風
に
遭
い
沈
失
せ
る
該
国
王
世
孫
の
銀
両
を
捐
賞

、りと

し
、
以
て
皇
仁
を
広
く
し
、
仰
い
で
聖
鑑
を
祈
め
ん
が
事
の
為
な
り
。
窃
か

お
も

に
照
う
に
、
琉
球
国
接
貢
船
隻
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
海
壇
の
観
音
澳

ま

ロ
に
漂
至
す
。
兵
船
の
迎
護
を
候
た
ず
し
て
旋
即
ち
に
自
か
ら
開
駕
を
行
い
、

す
で

鐘
門
洋
面
に
在
り
て
撃
砕
し
、
人
口
を
滝
斃
す
。
経
に
臣
等
大
員
を
派
委
し
、

馳
せ
往
き
て
榜
救
し
、
厚
き
に
従
い
て
撫
憔
し
、
並
ぴ
に
接
護
遅
延
し
及
ぴ

っ
と

と

こ

る

欄
阻
力
め
ざ
る
の
地
方
を
将
て
、
文
武
を
、
｛
是
に
拠
っ
て
参
奏
す
る
こ
と
案

に
在
り
。
嗣
い
で
拠
る
に
、
委
員
候
補
道
凋
整
は
平
渾
庁
営
を
督
同
し
、
榜

獲
す
る
所
の
箱
匝
五
十
九
件
並
ぴ
に
榜
救
し
て
生
く
る
を
得
る
の
夷
人
三
十

名
を
将
て
、
護
送
し
て
省
に
来
り
、

先
に
観
音
澳
よ
り
物
件
二
十
余
拾
を
携

と

b

帯
し
て
岸
に
赴
き
省
に
到
る
の
夷
官
等
十
二
人
と
同
に
一
体
に
館
駅
に
安
頓

し
、
皇
恩
を
宣
布
し
、

口
根
・
衣
履
等
の
項
を
賞
給
し
て
所
を
失
う
こ
と
無

〔
此
の
次
、
船
隻
風

に
遭
い
て
撃
砕
す
。
難
夷
を
憫
念
せ
ら
れ
、
厚
く
賞
憔
を
加
う
る
を
仰
蒙
す
。

生
け
る
も
の
も
死
せ
る
も
の
も
均
し
く
感
ず
。
船
内
載
す
る
所
の
土
産
の
飽

両
は
、
均
し
く
已
に
漂
没
し
て
存
す
る
無
し
。
惟
だ
内
に
本
国
王
世
孫
銀
五

お
く

千
両
を
発
り
、
冊
封
の
天
使
を
迎
接
す
る
に
備
用
の
各
物
を
置
弁
す
る
有
り
。

一
併
に
沈
没
し
た
れ
ば
、
買
備
し
て
回
国
す
る
能
わ
ず
。
恐
ら
く
は
咎

h

が

め
を
獲
る
こ
と
有
ら
ん
。
懇
求
わ
く
は
、
酌
醤
し
て
借
給
し
、
物
件
を
買
弁

は
、
敬
ん
で
天
朝
を
奉
じ
、
又
、
国
主
・
王
妃
脆
し
て
詔
勅
を
迎
う
る
の
と

す
る
を
得
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
等
情
〕
と
あ
り
。
臣
等
、
冊
封
の
天
使
の
応

に
用
う
べ
き
何
物
を
備
弁
す
る
や
、
未
だ
明
白
な
る
声
叙
に
拠
ら
ざ
る
に
因

り
、
随
ち
に
藩
司
景
（
敏
）
に
勧
し
、
海
防
同
知
張
采
五
を
督
同
し
て
該
夷

官
に
伝
到
し
、
当
面
に
訳
訊
せ
し
む
。
供
に
拠
れ
ば
〔
向
来
、
該
国
夷
船
間

に
来
た
る
と
き
は
、
倶
に
土
産
を
随
帯
し
、
便
に
乗
じ
て
貿
易
し
、
並
ぴ
に

南
山
北
各
島
は
銀
両
を
附
搭
し
て
貨
物
を
匿
買
す
る
有
り
。
此
の
次
、
船
内

の
銀
貨
漂
没
し
て
存
す
る
無
し
。
｛
是
に
夷
人
等
一
時
の
順
風
に
貪
超
し
て
承

い
で
開
駕
を
行
い
、

以
て
梓
に
風
災
に
遇
う
を
致
せ
し
に
係
る
。
已
に
多
方

に
榜
救
す
る
を
蒙
り
、
並
ぴ
に
大
皇
帝
に
奏
請
し
て
厚
く
口
根
等
の
項
を
賞

し
、
又
、
船
を
偏
う
の
資
を
賞
給
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
此
く
の
如
く
遠
人
を

す
こ
し

体
慎
す
る
こ
と
微
も
到
ら
ざ
る
無
く
、
皆
、
天
相
格
外
に
恩
施
せ
ら
る
。

夷
人
等
感
戴
に
勝
え
ず
。
本
国
王
世
孫
の
発
り
た
る
銀
五
千
両
に
至
り
て
は
、

冊
封
の
天
使
国
に
到
る
に
因
り
、
応
に
備
う
べ
き
の
龍
旗
・
御
扇
の
各
俄
使

磁
器
・
盤
碗
井
ぴ
に
預
め
備
う
る
薬
材
等
の
物
は
、
本
国
均
し
く
出
産
無
く
、

必
ず
須
ら
く
内
地
よ
り
購
買
す
べ
き
に
係
る
。
今
、
此
の
項
の
銀
両
沈
失
し
、

よ
り

ゆ
え

従
て
匿
弁
す
る
無
し
。
胎
娯
あ
り
て
咎
め
を
獲
る
を
致
す
を
恐
る
。
是
の
以

次
の
進
貢
船
隻
の
間
に
来
た
る
を
侯
ち
、
再
ぴ
本
国
王
に
請
い
て
措
還
し
、

す
こ
し

並
も
別
の
意
無
き
な
り
。
只
だ
求
む
ら
く
は
、
転
じ
て
数
の
如
く
借
給
す

す
な
わ

を
懇
い
た
ま
わ
ば
、
就
ち
恩
に
油
い
了
れ
り
等
語
〕
と
あ
り
。
臣
等
、
査
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， 

れ
ば

備
し
て
回
国
す
る
を
得
せ
し
め
ん
と
す
。
初
お
諭
旨
を
奉
到
す
る
を
侯
ち

し
。
臣
等
、
公
同
に
商
酌
し
、
該
国
王
世
孫
交
す
る
所
の
銀
五
千
両
を
将
て

す
る
に
、
向
来
、
琉
球
夷
船
風
に
遭
い
て
銀
物
を
漂
没
せ
し
と
き
は
、

分
別

し
て
撫
憧
す
る
の
処
、
従
い
て
銀
両
を
借
給
す
る
の
例
無
し
。
嘉
慶
八
年
該

国
二
号
貢
船
台
湾
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
銀
二
万
両
を
漂
失
す
。
十
一
年
該

国
二
号
貢
船
彰
湖
に
在
り
て
礁
に
沖
し
、
銀
二
万
五
千
両
を
沈
失
す
。
均
し

＜
賞
借
す
る
こ
と
無
し
。
此
の
次
、
船
隻
撃
砕
し
、
該
夷
人
の
附
帯
せ
る
南

北
山
の
銀
両
・
貨
物
、
沈
失
す
。
已
に
向
例
に
照
ら
し
て
加
倍
し
て
撫
慎
し
、

も
ち

男
の
議
を
庸
う
る
無
き
を
除
く
の
外
、
惟
だ
該
国
王
世
孫
、
来
年
冊
封
の
臣
、

国
に
到
る
こ
と
有
る
に
因
り
、
銀
五
千
両
を
発
交
し
、
間
に
赴
き
て
物
件
を

置
弁
せ
し
む
る
は
、
自
か
ら
｛
是
情
に
属
す
。
且
つ
敬
ん
で
天
朝
の
俄
注
を
奉

ず
る
に
関
わ
る
こ
と
有
り
。
未
だ
欠
惧
す
る
に
便
な
ら
ず
。
今
、
銀
両
は
洋

に
在
り
て
沈
失
す
。
自
当
に
敬
ん
で
皇
仁
を
体
し
、
代
り
て
接
済
を
器
る
べ

数
に
照
ら
し
て
捐
賞
し
、
其
の
檄
還
を
免
じ
、
該
夷
人
官
等
を
し
て
以
て
置

臣
等
、

該
国
王
世
孫
に
照
会
し
、
遵
照
し
て
以
て
仰
い
で
聖
主
遠
人
を
懐
柔

す
る
こ
と
、
加
う
る
有
り
て
已
む
無
き
の
至
意
に
副
わ
ん
。
再
ぴ
査
す
る
に
、

す

で

該
国
貢
使
、
業
已
に
京
に
進
む
。
尚
お
同
来
の
官
伴
人
等
初
お
原
船
を
用
て

す

で

先
行
し
て
国
に
回
る
に
、
業
経
に
杏
を
給
し
て
登
舟
す
る
有
り
。
風
吼
未
だ

順
な
ら
ざ
る
に
因
り
、

尚
お
未
だ
放
洋
せ
ず
。
姦
に
該
夷
官
等
の
稟
請
に
拠

〔
暫
く
調
回
を
行
い
て
来
春
再
ぴ
開
解
せ
し
め
ら
れ
た
し
等
情
〕
と
あ

あ

あ

や

ま

り
。
臣
等
、
査
す
る
に
、
現
に
冬
令
に
値
う
。
風
凧
期
を
思
て
ば
、
以
て

ま

さ

駕
駿
し
て
出
洋
し
難
し
。
自
応
に
俯
し
て
請
う
所
の
如
く
、
其
の
船
隻
を
将

ゆ
る

て
調
回
せ
し
め
、
官
伴
・
貨
物
は
館
駅
に
搬
進
す
る
を
准
す
べ
し
。
俯
お
自

応
に
館
に
回
る
の
日
よ
り
起
こ
し
て
口
根
・
塩
菜
を
支
給
し
、
来
春
風
順
な

る
を
侯
ち
、
或
い
は
接
封
の
官
伴
に
随
い
て
一
体
に
附
搭
し
て
回
国
せ
し
む

は

な

は

ま

さ

べ
く
ん
ば
、
較
だ
両
便
と
為
す
。
理
と
し
て
合
に
一
併
に
奏
聞
す
べ
し
。

み

ぎ
所
有
の
臣
等
酌
器
弁
理
す
る
の
各
々
の
緑
由
は
、
謹
ん
で
詞
を
合
し
て
恭
し

＜
摺
も
て
具
奏
す
。
伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
皇
上
容
鑑
あ
り
て
訓
示
あ
り
た

う
け
と

し
。
謹
ん
で
奏
す
』
。
十
九
日
奉
り
た
る
妹
批
に
は
、
『
男
に
旨
有
り
、
此

を
欽
め
』
と
あ
り
。
本
日
奉
り
た
る
上
諭
に
は

『阿
等
の
奏
請
し
た
る
〔
琉

は
、
該
国
王
世
孫
、
来
年
冊
封
の
使
臣
国
に
到
る
に
因
り
、

夷
官
に
銀
五
千

両
を
発
交
し
、

迎
接
の
と
き
応
に
用
う
べ
き
物
件
を
備
弁
せ
し
む
。
儀
制
の

関
わ
る
仮
な
れ
ど
、
今
、
船
隻
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
此
の
項
の
銀
両
漂

失
す
る
に
因
り
、

該
夷
官
等
、
呈
懇
す
ら
く
、
借
給
し
て
以
て
購
備
に
資
せ

み

ぎ

ん
こ
と
を
。
自
応
に
之
に
体
憧
を
加
え
、

量
予
し
て
所
有
の
該
国
の
沈
失
銀

五
千
両
を
恩
施
し
、
著
し
て
恩
を
加
え
、
庫
項
銀
二
千
五
百
両
を
賞
給
し
、

其
の
余
の
銀
二
千
五
百
両
は
、
該
省
の
督

・
撫
・
司
・
道
の
大
員
、
資
を
損

し
て
発
給
し
、
均
し
く
其
の
檄
還
を
免
ず
る
を
准
し
、
用
て
懐
柔
の
至
意
を

示
す
べ
し
。
余
は
着
し
て
請
う
所
に
照
ら
し
て
該
部
に
行
し
て
知
道
せ
よ
。

此
を
欽
め
等
の
因
』
あ
り
」
。
此
を
奉
け
た
り
。
査
す
る
に
、
摘
回
す
る
頭

号
船
の
進
貢
官
伴
梁
淵
等
は
、
上
年
十
月
初
六
日
駅
を
離
れ
、
登
舟
す
る
も
、

十
一
月
二
十
日
に
至
り
、
館
駅
に
吊
回
せ
る
も
の
に
係
る
。
前
に
拠
り
た

る
該
夷
官
の
稟
請
に
は

「
口
根
を
接
支
せ
ら
れ
た
し
」
と
あ
り
た
れ
ば
、
業

球
船
隻
風
に
遣
い
て
沈
失
せ
る
該
国
王
世
孫
の
銀
両
を
捐
賞
す
る
〕

の
一
摺
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げ
見
込
み
代
銀
六

七
万
両

（
三
）
王
府
銀
（
冊
封
の
大
典
に
必
要
な
物

両
。
そ
の
内
訳
は

（
一
）
南
山
・
北
山
銀
二
万
両

く
海
防
庁
・
布
政
司
を
経
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
沈
失
銀
は
約
十
万

七
日
よ
り
起
こ
し
て
接
支
し
て
給
領
せ
し
む
る
を
准
す
」
と
あ
る
こ
と
案
に

っ
ぷ
さ

在
り
。
弦
に
遣
発
の
期
に
当
り
、
合
併
に
移
知
す
。
此
が
為
に
備
に
貴
国

ね

が

王
世
孫
に
杏
す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
た
し
。
須
ら
く
杏
に

至
る
べ
き
者
な
り
。

嘉
慶
十
三
年
五
月

文
書
内
容
及
ぴ
文
書
経
路

次
に
文
書
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
簡
単
に
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
な

お
本
史
料
に
お
け
る
各
術
門
の
統
属
関
係
及
び
文
書
経
路
並
ぴ
に
各
術
門
の

〔
総
督
〕
大
憲
（
大
人
）

〔
巡
撫
〕
大
憲
（
大
人
）

台
下
・
藩
憲
（
大
人
）

〔
史
料
一
〕

打
〔
布
政
使
〕
大
老
爺
・
大
人

．
撫
憲
（
大
人
）

（二）

土
産
の
売
り
上

件
の
購
入
資
金
）
五
千
両
、

〔
史
料
二
〕

で
あ
る
。
提
出
の
日
付
を
欠
い
て
い
る
が
、
前

ら
く
損
失
額
等
に
つ
い
て
報
告
に
誤
り
が
な
い
か
ど
う
か
各
本
人
（
正
身
）

〔
史
料
三
〕

て
前
例
の
有
無
を
調
査
し
、
報
告
す
る
よ
う
福
防
庁
（
福
州
府
分
守
南
台
海

〔
史
料
四
〕

り
総
督
・
巡
撫
・
布
政
司
に
取
り
次
ぐ
か
ら
稟
稿
一
部
を
作
成
し
差
し
出

せ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
〔
史
料
三
〕

の
稟
で
は
、

銀
五
千
両
の
使
途

目
的
が
冊
封
に
必
要
な
物
品
の
購
入
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
薬
材

の
購
入
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
奈
邦
錦
と
し
て
は
銀

五
千
両
に
は
薬
材
の
購
入
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
追
加
し
て
お
き
た
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

〔
史
料
五
・
六
・
七
〕

（
引
礼
通
事
）
鄭
燻
．
凋
邦
麟
に
宛
て
た
も
の
か
、
〔
史
料
一
〕

の
稟
に
対
す

る
疑
義
照
会
文
書
。
後
出
〔
史
料
十
〕
嘉
慶
十
二
年
十
二
月
朔
日
付
上
奏
文

に
「
臣
等
、

冊
封
天
使
の
応
に
用
う
べ
き
何
物
を
備
弁
す
る
や
、
未
だ
明
白

な
る
声
叙
に
拠
ら
ざ
れ
ば
、
随
ち
に
藩
司
（
布
政
司
）
景
敏
に
防
し
、
海
防

せ
し
む
」
と
あ
る
。
〔
史
料
五
〕

同
知
張
采
五
を
督
同
し
、
伝
え
て
該
官
（
察
邦
錦
）
に
到
り
、
当
面
に
訳
訊

は
南
山
・
北
山
帯
銀
二
万
両
は
私
人
が
勝

総
督
又
は
巡
撫
宛
。
公
銀
の
借
給
（
貸
与
）
願
い
。
お
そ
ら

・
仁
憲
打
〔
海
防
同
知
〕
大
人

総
督
・
巡
撫
の
命
を
受
け
、
布
政
司
よ
り
土
通
事

．
督
憲

長
の
通
称
は
以
下
の
と
お
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四

海
防
庁
よ
り
察
邦
錦
等
宛
。
薬
材
購
入
に
つ
い
て
、
願
い
通

防
庁
）
に
命
じ
た
こ
と
を
伝
え
る
文
書
。

日

右
は
琉
球
国
中
山
王
世
孫
尚
に
杏
す

布
政
司
よ
り
察
邦
錦
等
宛
。
銀
両
借
給
（
貸
与
）
等
に
つ
い

自
ら
府
に
赴
き
証
言
（
立
）

せ
よ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

海
防
庁
よ
り
奈
邦
錦
等
宛
。
福
州
府
へ
の
出
頭
命
令
。

述
の
よ
う
に
十
一
月
十
五
、
十
六
日
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

で経
に
詳
し
た
る
に

奉
り
た
る
撫
憲
の
批
に
は

た
だ

「
即
ち
に
十
二
年
十
月
初

お
そ
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な
れ
ば
、
回
国
の
日
期
に
間
に
合
わ
な
い
。

察
邦
錦
等
よ
り
海
防
庁
宛
。
再
度
の
先
借
穎
い
。
師
錦
の

る
か
ら
、
全
額
給
発
す
る
こ
と
と
し
、
且
つ
返
済
の
用
な
し
と
し
た
い
。

督
・
撫
連
名
の
上
奏
文
。

日
付
か
ら
い
っ
て

「
十
二
日
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

手
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
、
朝
廷
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
公
私
を

混
同
し
て
申
告
（
混
潰
）

上
げ
見
込
み
代
銀
六
、
七
万
両
と
あ
る
が
、
実
際
よ
り
多
め
に
申
告

（
多
潰
）

し
た
も
の
で
実
数
で
は
な
い
は
ず
。
〔
史
料
七
〕

て
は
借
給
の
必
要
性
を
み
と
め
、
督
・
撫
に
詳
請
し
、
題
奏
を
お
願
い
し
て

も
よ
い
。
た
だ
し
購
入
リ
ス
ト
を
提
出
せ
よ
、

〔
史
料
八
〕

し
て
は
な
ら
な
い
。
〔
史
料
六
〕

は
土
産
の
売
り

は
王
府
銀
五
千
両
に
つ
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

項
の
疑
問
点
に
回
答
（
稟
覆
）
し
た
も
の
。

冊
封
に
必
要
な
物
件
及
ぴ
薬
材

の
購
入
費
に
充
て
る
た
め
銀
五
千
両
の
借
給
を
督
・
撫
に
詳
請
せ
ら
れ
た

〔
史
料
九
〕

に
つ
い
て
は
さ
き
に
十
二
月
朔
日
付
で
題
奏

〔
史
料
十
〕
が
あ
っ
た
こ
と
だ

し
、
不
許
可
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
以
上
の
延
引
は
で
き
な
い
の
で
、

の
下
る
前
に
貸
与
さ
れ
た
し
。

〔
史
料
十
〕

〔
史
料
十
一
〕

〔
史
料
十
二
〕

日
付
を
欠
く
が
、

〔
史
料
九
〕
と
重
複
。

諭
旨

〔
史
料
十
一
〕
に
よ

っ
て

〔
史
料
九
〕

の

前
に
あ
る
べ
き
。
銀
五
千
両
に
つ
い
て
は
、
冊
封
の
大
典
に
係
る
も
の
で
あ

織
造
に
は
百
余
日
を
要
す
。
こ
れ
以
上
遅
延
し
て
年
を
越
す
よ
う
な
こ
と
に

し。

察
邦
錦
等
よ
り
布
政
司
宛
、
先
借
願
い
。
銀
五
千
両
の
借
給

土
通
事
（
引
礼
通
事
）
鄭
燻
．
凋
邦
麟
よ
り
布
政
司
宛
。
前

海
防
庁
（
諭
）
↓
察
邦
錦
等
（
十
三
年
二
月
三
日
）

内
閣
（
上
諭
）
↓
巡
撫
部
院
（
十
二
年
十
二
月
十
九
日
受
、
下
行
文
、
奉
）

軍
機
処
（
廷
寄
）
↓
巡
撫
部
院
（
十
三
年
一
月
七

H
受
、
平
行
文
、
承
准
）

巡
撫
部
院
（
憲
案
）
↓
布
政
司
(
+
三
年
一
月
七
日
受
、

布
政
司
（
憲
礼
）
↓
海
防
庁
（
十
三
年
一
月
二
十
七
日
受
、
下
行
文
、
蒙
）

十
五
〕
。
文
書
経
路
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

〔
史
料
十
六
〕

海
防
庁
よ
り
察
邦
錦
等
宛
、
諭
旨
の
伝
達
。
末
尾
に
「
銀

奈
邦
錦
等
よ
り
布
政
司
宛
、
銀
五
千
両
の
受
け
取
り
書
。

つ
負
担
し
、
そ
の
檄
還
（
返
済
）
を
免
ず
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

司
（
布
政
使
・
按
察
使
）
、
六
道
の
計
十
名
で
一
人
あ
た
り
二
百
五
十
両
ず

〔
史
料
十
四
〕

六
〕
に
見
え
る
。
十
二
月
十
九
日
付
内
閣
奉
上
諭
（
明
発
上
諭
）
に
は
、
前

述
の
よ
う
に
「
男
に
旨
有
り
」
（
処
理
に
つ
い
て
は
別
途
指
示
す
る
）

容
（
指
示
事
項
）

は
正
月
七
日
付
軍
機
処
か
ら
巡
撫
に
宛
て
た
廷
寄
（
寄
信

上
諭
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
察
邦
錦
等
は
翌
日
こ
れ
を
入
手
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
諭
旨
の
内
容
は
銀
五
千
両
の
う
ち
、
二
千
五
百
両
に
つ
い
て
は
庫
銀

か
ら
支
出
し
、

〔
史
料
十
五
〕

残
り
二
千
五
百
両
に
つ
い
て
は
総
督
・
巡
撫
（
両
院
）
、
両

五
千
両
の
受
領
に
つ
き
呈
文
を
作
成
し
、
海
防
庁
に
差
し
出
せ
」
と
あ
る
が
、

銀
の
受
け
取
り
及
び
そ
の
受
領
書
の
提
出
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る
〔
史
料

下
行
文
、
奉
）

け
あ
っ
て

〔
史
料
十
〕
、
諭
旨
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
。
諭
旨
の
具
体
的
内

諭
旨
の
一
部
分
を
抜
粋
し
た
も
の
か
。
全
文
は

く
ま
で
諭
旨
奉
到
の
後
、
給
領
せ
し
む
べ
し
。

〔
史
料
十
三
〕

と
だ

〔
史
料
十

海
防
庁
よ
り
察
邦
錦
等
宛
、
先
借
不
可
の
回
答
文
書
。
あ
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〔
史
料
二
十
〕

布
政
司
（
批
）
↓
海
防
庁
(
+
三
年
二
月
十
九
日
受
、

〔
史
料
二
十
一
〕

（
評
価
物
）

下
行
文
、
蒙
）

の
麓
を
一
船
に
つ
き
一
万
両
に
約
束
（
制
限
）
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
文
書
に
つ
い
て

『
海
路
無
恙
』
に
は

「
評
価
物
減
少
之
願
、
呈
相
調
、

察
邦
錦
等
よ
り
海
防
庁
宛
、
琉
球
側
で
買
い
取
る
貨
物

十
四
・
ニ
十
五
〕
は
鄭
良
弼
本
『
歴
代
宝
案
』
所
収
文
書
で
あ
る
。
辰
年
接

封

一
件
に
関
す
る
史
料
は
こ
の
ほ
か
に
も
数
多
く
存
在
す
る
が
、
今
回
は
紙

以
上
が
『
察
姓
家
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
っ
て

〔
史
料

間
県
（
諭
）
↓
察
邦
錦
等
(
+
三
年
二
月
二
十
五
日
）

海
防
庁
（
憲
札
）
↓
間
県
（
十
三
年
二
月
十
九
日
受
、
下
行
文
、
蒙
）

政
司
御
方
江
願
申
上
、
御
物
よ
り
被
差
出
候
稟
」
と
あ
る
。

い
て
の
通
知
。
文
書
経
路
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

問
県
よ
り
察
邦
錦
等
宛
、
冊
封
使
乗
船
の
選
定
結
果
に
つ

き
か
。

察
邦
錦
等
よ
り
海
防
庁
・
布
政
司
宛
、
水
口
駅
ま
で
の

提
出
し
た
保
証
書
。
日
付
が
な
い
が
、
次
の

〔
史
料
二
十
三
〕

船
隻
・
人
夫
・
根
食
の
給
発
願
い
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
『
海
路
無
恙
』
に

は
「
右
ハ
洪
山
橋
よ
り
水
口
迄
之
間
、
往
還
共
大
河
舟
、
私
乗
船
井
河
口
通

事
乗
船
ハ
、
先
例
琉
球
方
よ
り
賃
銀
差
出
置
候
処
、
此
節
之
俄
ハ
、
兼
而
布

〔
史
料
二
十
〕

の
後
に
あ
る
べ

J

れ
に
よ
れ
ば
文
書
の
日
付
は
五
月
六
日
で
あ
る
。

二
号
船
々
頭
・
佐
事
・
水
主
共
召
列
、
内
分
よ

〔
史
料
十
七
〕

察
邦
錦
等
よ
り
布
政
司
宛
再
稟
。
す
で
に
海
防
同
知
・
布

す
み
や
か
に
親
臨
の
上
覆
験
勘
定
せ
ら
れ
た
し
。
布
政
司
の
取
次
無
し
に
直

接
巡
撫
に
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
『
海
路
無
恙
』
に

は

「勅
使
御
乗
船
（
冊
封
頭
号
船
）
井
遊
撃
乗
船
（
冊
封
二
号
船
）
、
兼
而

御
船
頭
（
頭
号
船
々
頭
）

り
見
分
仕
、

仰
付
度
、

金
森
美
・
癖
長
発
両
艘
相
し
ら
べ
置
候
付
、
何
卒
右
両
艘
江
被

尤
御
見
分
之
副
者
、

私
共
江
も
御
用
被
仰
付
度
旨
、
呈
相
調
、
海

防
官
井
布
政
司
・
間
県
術
門
参
上
、
大
爺
（
知
県
）
取
次
を
以
、
願
申
上
候

稟
」
と
あ
る
。

〔
史
料
十
八
〕

政
司
の
験
看
も
済
ん
で
い
る
の
で
、
巡
撫
の
親
臨
覆
験
を
詳
請
せ
ら
れ
た
し
。

〔史
料
十
九
〕

察
邦
錦
等
よ
り
布
政
司
宛
、

冊
封
使
乗
船
の
選
定
終
了
後

祭
邦
錦
等
よ
り
巡
撫
宛
、
冊
封
使
乗
船
の
選
定
に
つ
き

（
按
力
）

私
、
古
存
留
・
儀
者
召
列
、
案
察
司
而
門
江
参
上
仕
候
処
、
御
他
出
二
而
、

御
尋
有
之
候
付
、

御
門
二
待
上
候
処
、
海
防
官
右
術
門
江
御
入
駕
之
折
二
而
、
私
共
御
覧
被
成
、

評
価
物
一
件
之
願
二
付
而
参
上
仕
居
候
段
申
上
、
右
之
呈

入
御
覧
候
処
、
海
防
官
御
直
々
御
取
次
を
以
委
ク
被
申
上
、
右
之
呈
茂
被
差

上
候
間
、

事
召
列
、

私
共
江
者
可
罷
帰
由
被
申
聞
候
付
、

〔
史
料
二
十
二
〕

罷
帰
（
候
）
事
」
と
あ
る
。

察
邦
錦
等
よ
り
布
政
司
宛
、
随
封
の
夫
役
の
数
を
減
じ

て
ほ
し
い
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
『
海
路
無
恙
』
に
は
「
五
月
六
日
河
口
通

正
使
様
公
館
江
参
上
仕
候
処
、
御
前
江
被
召
呼
候
付
、
御
機
嫌
伺

仕
、
御
出
船
夏
至
前
御
出
船
被
遊
度
、
且
御
入
津
之
儀
注
、
早
々
被
成
下
候

様、

且
又
評
価
物
減
少
井
人
数
減
少
被
仰
付
被
下
度
願
申
上
候
処
、
副
使
江

も
御
相
談
を
以
、
随
分
御
取
計
被
成
下
旨
、

公
館
江
参
上
仕
候
処
、

承
知
仕
候
付
罷
帰
、
引
次
副
使

御
差
合
御
座
候
段
承
知
仕
、

罷
帰
候
事
」
と
あ
る
。
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明
清
両
朝
に
お
け
る
冠
船
貿
易
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
万
暦
七
年
(
-
五

七
九
）
己
卯
、
尚
永
の
冊
封
副
使
と
し
て
来
琉
し
た
謝
烹
の
『
日
東
交
市
記
』

と
康
煕
五
十
八
年
（
一
七
一
九
）
己
亥
、
尚
敬
の
冊
封
副
使
と
し
て
来
琉
し

た
徐
楳
光
の
『
中
山
伝
信
録
』
に
注
目
す
べ
き
指
摘
が
あ
る
。

〔
郎
役
〕
利
は
君
子
の
道
わ
ざ
る
所
な
り
。
故
に
曰
く
、
天
子
は
有
無
を
言

わ
ず
、
諸
侯
は
多
寡
を
言
わ
ず
と
。
然
れ
ど
も
言
わ
ざ
る
所
は
、

有
無
多
寡
な
り
。
若
し
其
の
下
の
為
め
、
民
の
為
め
な
ら
ば
、
則
ち
『
周

礼
』
周
官
に
載
す
る
所
も
、
蓋
し
諄
々
乎
と
し
て
之
を
言
え
り
。
航
海

は
危
う
き
役
な
り
。
吾
が
役
す
る
も
の
は
、
即
ち
吾
が
民
な
り
。
吾
郁
、

つ
く

大
義
の
分
に
迫
ら
れ
、
当
に
身
を
致
す
べ
し
。
彼
の
役
せ
ら
る
る
も
の

こ
れ

は
、
何
ぞ
焉
を
知
ら
ん
や
。
荀
く
も
利
以
て
之
を
駆
る
に
非
ざ
れ
ば
、

何
を
以
て
其
の
心
を
結
び
、

清
冊
封
、

計
五
百
人
、

冊
封
、

己
の

其
の
力
を
得
ん
や
。
洪
武
の
間
、
過
海
五

百
人
、
行
李
各
百
斤
、
夷
と
貿
易
す
る
を
許
す
。
実
に
利
を
以
て
之
に

く
ら
わ

嗽
す
に
、
亦
た
五
万
斤
を
以
て
す
。
実
に
載
す
る
所
た
る
や
、
著
わ

し
て
紫
令
と
為
す
。
故
に
甲
午
の
使
（
嘉
靖
十
三
年
〔
一
五
三
四
〕
尚

正
副
使
陳
侃
・
高
澄
）
は
、
之
に
因
て
万
金
を
得
た
り
。
総

ぐ

ら

し

人
ご
と
に
各
二
十
金
上
下
、
多
き
も
の
は
三
、
四
十
金
に

至
る
。
少
な
き
も
の
も
亦
た
十
金
、
八
金
を
得
た
り
。
時
に
洋
々
と
し

な

て
意
を
得
ざ
る
も
の
葵
し
。
辛
酉
（
嘉
靖
四
十
年
〔
一
五
六
一
〕
尚
元

こ

い

ね

が

さ

さ

の
諸
役
も
、
裳
う
こ
と
俯
お
前

正
副
使
郭
汝
霰
・
李
際
春
）

幅
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
。

り
。
（
『
日
東
交
市
記
』
）

商
船
）

の
夷
（
琉
球
）
に
転
販
す
る
も
の
、
無
慮
十
余
国
、
夷
利
四
倍

す
。
故
に
我
が
衆
の
利
も
亦
た
倍
す
。
辛
酉
の
使
は
、
番
舶
の
夷
に
転

販
す
る
も
の
、
僅
か
に
三
、

四
国
、
夷
利
梢
や
減
ず
。
故
に
我
が
衆
の

利
も
亦
た
減
ず
。
己
卯
の
使
は
、

通
番
の
禁
（
海
禁
令
）
弛
み
涌
人
自I

i
 

ら
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
）
往
販
し
、
番
の
一
舶
も
至
ら
ず
。
夷
利
頓

か
に
絶
え
、
故
に
我
が
衆
の
利
も
亦
た
絶
ゆ
。
勢
い
の
然
ら
し
む
る
な

得
た
り
。
蓋
し
甲
午
の
使
は
、
番
舶
（
日
本
及
び
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

凜
を
捐
し
て
之
を
助
く
る
に
至
り
て
後
、
師
を
全
う
し
て
以
て
帰
る
を

お
お
む

の
如
し
。
其
の
住
く
者
は
、
率
ね
皆
エ
巧
精
技
な
り
。
二
使
（
甲
午
．

辛
酉
の
使
）
の
、
倭
に
警
せ
ら
る
る
も
、
し
か
も
免
る
る
を
獲
た
る
も

こ
の
と
き

の
は
、
未
だ
必
ず
し
も
人
を
得
る
の
効
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
比
、

獲
る
所
の
利
は
、
僅
か
に
六
千
金
、

五
百
人
を
以
て
之
を
計
れ
ば
、
人

ご
と
に
各
十
二
金
の
み
。
多
き
も
の
は
二
十
金
、
少
な
き
は
或
い
は
五
、

か

六
金
な
る
べ
し
。
梢
や
望
む
所
を
触
く
こ
と
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
是
の

ゆ
え以

に
己
卯
（
謝
烹
来
琉
時
）
の
招
募
に
は
、
僅
か
に
中
オ
を
得
る
の
み

に
し
て
、
役
に
応
ず
る
も
の
は
、
前
の
如
く
之
れ
精
工
な
る
こ
と
能
わ

ぉ
し
わ
ざ

ざ
る
な
り
。
然
も
猶
お
其
の
辛
酉
の
如
き
を
痰
え
ど
も
、
不
意
り
き
、

ぁ

夷
の
、
貧
甚
だ
し
き
に
値
い
、
得
る
所
は
僅
か
に
三
千
余
金
の
み
な
ら

ん
と
は
。
時
に
帯
び
る
所
四
百
人
な
り
と
雖
も
、
亦
た
人
ご
と
に
各
八

金
の
み
。
多
き
も
十
五
、
六
金
、

少
な
き
は
或
い
は
三
、

四
金
、
或
い

わ

れ

ら

は
一
金
な
る
べ
し
。
亦
た
大
い
に
望
む
所
を
失
す
る
を
免
れ
ず
。
吾
輩
、
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―
っ
と
し
て
至

光
来
琉
時
）
、
封
舟
到
る
の
後
、
土
喝
剛
等
の
番
舶
、

そ

る
も
の
無
し
。
本
の
国
（
琉
球
）
は
、
索
よ
り
貧
乏
に
し
て
貨
は
多
く

と

も

く

る

は
筈
れ
ず
。
人
役
井
に
困
し
む
。
（
『
中
山
伝
信
録
』
）

年
（
康
熙
二
十
三
）
に
お
け
る
展
海
令
の
施
行
が
、
琉
球
の
海
外
発
展
の
み

な
ら
ず
、
冠
船
貿
易
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
と

に
徐
裸
光
来
琉
時
、
間
人
の
風
説
に
惑
い
、
大
盤
の
貨
物
が
持
ち
込
ま
れ
た

た
め
、

そ
の
四
分
の
三
は
買
取
不
能
に
陥
り
（
『
祭
温
自
叙
伝
』
）
、
冊
封
正

ハ
ン
ガ
ー

（
評
価
事
件
）
。
海
外
へ

の
転
売
も
ま
ま
な
ら
ず
、
唐
物
市
場
が
琉
球
国
内
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
王
府
の
購
買
力
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
か
ら
、
高
価
な
も
の
、

不
要
な
も
の
は
除
外
さ
れ
、
国
内
消
費
が
最
優
先
さ
れ
る
の
は
い
た
し
か
た

の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
は
「
府
庫
一
空
」
し
、

機
に
瀕
し
た
、

王
府
財
政
は
危

と
い
う
（
『球
隔
』
）
。
冊
封
使
の
受
入
れ
に
関
し
て
「
冊
封

副
使
を
巻
き
込
ん
だ
一
大
騒
動
に
ま
で
発
展
し
た

一
五
六
七
年
（
隆
慶
元
）

の
部
分
解
禁
（
滴
州
月
港
開
港
）

一
六
八
四

た
り
て
貿
易
す
。
中
国
の
貨
物
は
、
外
邦
多
く
有
す
。
此
の
番
（
徐
裸

命
感
に
燃
え
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ほ
か
な
ら
ぬ
王
府
の
官
僚
組
織
で
あ
り
、
ま
た
官
僚
で
あ
っ
た
。
本
史
料
を

で
あ
る
。

最
小
限
に
止
め
る
こ
と
等
で
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
四
千
両
追
加
し
て
合
計
二
万
四
千
両
と
な
る
）
、
夫
役
は
必
要

注
梯
・
林
麟
始
）

今
、
康
煕
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
癸
亥
の
役
（
尚
貞
冊
封
、
正
副
使

ま
さ

は
、
是
の
時
海
禁
（
遷
界
令
）
方
に
厳
し
く
、
中
国

の
貨
物
は
外
邦
争
い
て
購
致
せ
ん
と
欲
す
。
琉
球
に
相
い
近
き
諸
島
、

薩
摩
州
・
土
喝
剛
・
七
島
等
の
処
の
如
き
、
皆
、
風
を
聞
き
て
来
り
集

ま
り
、
其
の
貨
は
筐
り
易
か
り
き
。
問
人
浴
説
し
て
今
に
至
る
。
故
に

お
お

役
に
充
る
者
衆
し
。
昇
平
日
久
し
く
（
展
海
令
）
、
琉
球
歳
ご
と
に
来

使
乗
船
の
選
定
」
及
ぴ
「
貨
物
・
夫
役
の
酌
減
」
等
の
問
題
が
福
州
に
お
け

る
接
封
使
の
菫
要
な
交
渉
課
題
に
な
る
の
は
、
徐
裸
光
来
琉
時
（
康
熙
五
十

八
年
）
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
民
間
商
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て

冊
封
使
乗
船
（
頭
号
船

・
ニ
号
船
）
に
充
て
る
場
合
、
琉
球
で
の
補
修
費
が

か
か
ら
な
い
よ
う
新
造
船
で
あ
る
こ
と
、
貨
物
は
両
船
各
一
万
両
（
福
州
原

価
）
以
下
と
す
る
こ
と
（
評
価
銀
は
琉
球
で
の
買
取
価
格
は
二
割
増
〔
二
息
〕

冊
封
は
大
典
で
あ
り
、
財
政
難
を
理
由
に
中
止
な
い
し
廃
止
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
と
す
る
と
必
要
な
財
源
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
こ

に
近
世
後
期
、

王
国
体
制
を
維
持
す
る
た
め
の
「
遠
き
慮
り
」
（
長
期
計
画
）

な
い
し
先
後
緩
急
誤
り
な
き
政
治
手
段
、
す
な
わ
ち
「
御
政
道
の
本
法
に
も

と
づ
く
国
家
経
営
」
が
為
政
者
に
対
し
て
強
く
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の

察
温
は
琉
球
国
の
匹
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
「
御
当
国
の
骰
、
偏
小
の
国

力
を
以
、
唐
・
大
和
へ
の
御
勤
御
座
候
に
付
て
は
、
御
分
力
不
相
応
程
の
御

事
候
」（
『
独
物
語
』
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
冊
封
朝
貢
体
制
の
も
と
「
偏
小

の
国
力
」
し
か
な
い
琉
球
が
王
国
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
至
難
の

こ
と
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

通
読
し
て
痛
感
す
る
こ
と
は
、

そ
う
し
て
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
は
、

と
り
わ
け
王
府
の
官
僚
が
い
か
に
有
能
で
使
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(
3
)

【

】
の
部
分
は
他
文
書
の
混
入
で
あ
ろ
う
。

は
そ
れ
で
補
っ
た
。

(
2
)
中
国
第
一
歴
史
梢
案
館
梢
案
翻
字
史
料
（
沖
縄
大
学
蔵
）
参
照
。
〔

注

(
1
)
原
文
は
『
清
代
中
琉
関
係
梢
案
選
編
』
三
七
五
頁
。
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